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第 1章序 論

第 1節産業的背景

戦前における立珠養嫡技術のうちで、最も重要とされたものは挿核手術の技

術であって、その改良によって冥珠の品質を向上させる努力が払われ、その基

盤が作らわした。戦後においては真珠養殖事業の背及と共に、この技術の高度化

と平均化がほぼ逮せられ、その技術に関し重火な誤りを犯すことがl長めて少な

くなった。一方戦後の雲珠義組事業の特徴l士、良質哀l?f;の生産主f単lこj開校技術

のみでなく真珠養殖の全作業過程に求める気連が高まってきたことにあるが、

その背景には戦後の清業者の増加とそれによって起こる空白C鎚があった。すなわ

ち、密殖による頁珠の品質の低下を技術の改良によって克臨しようとする努力

が払われたのである。しかしながら、真珠養殖の作業の一部には新規荒業者に

とっては悶維な、且つ複雑な技術を必要とする面があった。新規荒業者は、既

存業者が経験的に得た技術を単に模倣するに過ぎず、密婚の度合の進行あるい

は他漁場への進出などによって起こる環境条件の変化、民の生理的変化などに

対応できる技術の会得がなされてなかったので、このような業者の急激な増加

は全般的にみれば養嫡技術の低下をもたらすことになり、密嫡の進行と共に生

産される真珠の品質を低下させる結果を生米した。このような事態を克服する

ためには、養子|宣過程における個々の技術の普及および改良がなされねばならな

いのであるが、真珠養殖の場合、それぞれの技術の持つ意義・目的の不明確な

ものが多く、経験的ないし模倣的に経過した技術の欠陥が、いろいろの閣でf旨

摘される。

本稿において採り上げている11:立て作業は、莫珠養殖技術の中でも特に複雑

且つ習得が困難であるために、その技術的改良が強く主主まれている。しかし、

この仕立て技術についても前述のようにその本質的意義が不明確で、あって、技

術改良の方向すら見失われている。

第 2節 養殖作業体系における仕立て作業の位置

真珠を生産する過程は、次の図のような養殖作業によって成立っている。こ

の作業体系の中で仕立て作業というのは、挿核手術前に行なわれるところの、

挿核に適した貝を作るための作業である。挿核手術が貝の産卵期を中心として

行なわれること、およびそれが貝の生殖腺に対して行なわれる関係から、生殖

腺内の生殖細胞を人為的に排除して生殖腺内を空虚にする必要があって、貝を
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このような状態にすることを、従来一般に仕立て仕業と称している。このうち

産卵期に行なわれるものを卵抜き(らんぬき)作業、産卵期前に生殖腺の発達

を抑えるものを卵止め(らんどめ)作業と呼んでいる。
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真珠養殖の作業体系

卵抜き作業では、比重ならびに水温の差を産卵刺激として貝に与えて放精・

放卵を促進させることを主体とし、卵止め作業では低水温を利用して生殖腺の

発達を抑制することに主眼がおかれている。卵抜き作業の具体例を挙げれば次

のようである。割竹で密に編んだ、約20.e容の龍に貝を約150ないし250貝収容

し、竹で編んだ蓋をして岸近くの筏に吊下げ、干潮時に数時間海底へ接する程

度の深さにおくつ約 1週間から10日後の漉潮時に箆を引上げ、貝を取り出し足

糸を切断した後貝をよく混ぜて、再び寵に収容したあと水面下0.5-1mに垂下

する。この処J!=1.によって数10分後に産卵が始まる。その終了をまって再びi毎底

附近へ垂下する。 7-10日の間隔で通常3ないし7回の処涯を行なうと、生殖

腺内に生殖細胞が殆んど無くなる。すなわち、挿核手術に適した貝になり、仕

立て作業の目的を達したことになる。これは標準的な方法であるが、この作業

は用いる貝の状態、時期、漁場の性格、海況、天候などによって、必ずしもそ

の臼的を達し得るとは限らないので、その時に応じて様々の方法が組合わされ

て行なわれる。このように従来仕立て作業はいつの時期においても生殖腺を対

象として、生殖細胞を排除することが第一の目的とされている。

生殖細胞を排除しなければならない理由としては、主として挿核技術上の要

請から、生描細胞の存在が手術に際して移植外套膜片、核および手術器具を汚
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染し、手術を困難にすること、それに加えて生嫡細抱が移植外套膜片と核との

密造を阻害するために正常の哀珠袋組織が形成されないこと、外套膜片あるい

は真珠袋組織と核との間に生殖細胞が入り、その際腐敗分解によって黒色変形

の異常哀珠が形成されること、挿入した外套膜片または核の脱出が起こるこ

と、手術後の姥死が増加することなどが挙げられている。このように生嫡細胞

の存在が諸種の面に障害を与えると考えられしており、当事者は生殖細胞の存在i

を極度に嫌っている。従って、生殖腺のみを対象としてこの作業主ど行なうため

に、貝の探死・衰弱を招く場合が少なくなく、またその作業の巧拙によって真

珠の歩留りや品質が大きく左右されるために、企業に与える影響も非常に大き

く、この作業の合理化、能不化が強く要求されているわけである。

第 3節研 ロb
.7L 史

本研究に関係のある報文は極めて少なく、これを次のように大別できる。

1)生F直線に関する組織学的研究、 2)薬物等による政精・放卵の促進に関する研

究、 3)卵抜き作業についての考察および試験研究である。 1)については小島ら

(1955) 1) が生殖腺の発達過程について細胞形態学的研究を行ない、統いて立

石ら (1957)2)が生殖腺の周年変化を観察している。また和田 (1957)3)は雌雄

性の問題について論じている。 2)については川上(1957)め、渡部ら (1957)の、

小川ら (1958)6) によってアミノ酸剤あるいは生殖腺抽出物などを用いて産卵

を促進させる研究がなされている。 3)については和凹 (1957)わが生物学的見

地から詳細な考察を加え、貝を弱らせずに生殖!院内容物を除去すること、また

は発達を抑える方向をこの作業の目的として示している。蓮尾(1959)8. 9) もこ

の作業による貝の疲弊について論じ、また作業方法の発異による真珠の品質の

相還を調べた。

第 4節研究の目的

挿核手術前に行なわれるf上立てれ二業は、その方法が生みだされてから現在に

至るまで約40年間、生殖腺における生殖細胞を対象として、その排除あるいは

発達の抑制を行なうための技術として発展してきた。その前提には既に述べた

ように、生殖細胞の存在が脱核・奨死から主主珠の品質など諸種の結果に悪影響

を与えるという観念が存在した。また、この作業の成否が海況・天候に左右さ

れる面が多いために、いかにしてそれらに関係なく計画的且つ短期間に生殖細

胞の排除を完了し得るかが問題にされ、この而での研究の必要性が叫ばれた。

これらのことから、近時アコヤガイの生殖腺に対する研究者の関心が高ま
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り、生錨腺の組織学的研究がなされ、さらにアミノ酸斉IJなどの薬物を利用した

排除促進が検討された。しかし、生嫡に関する上記の前提は真珠養殖業の当

事者が経験的に得た事fflであって、実験的な根拠をもって確かめられたもので

はなかった。

さらにまた、目を他に転ずれば、生殖細胞が殆んどみられない秋手における

挿核手術においても、聖s，JG.脱紗:から冥珠の品質に至る部述の現象が起こるこ

とを当事者自身が経験していた筈である。従って、この現象のすべてを生娘細

胞の多寡に帰することは重大な誤りであると考えられ、また仕立て作業の技術

改良の方向を生殖腺に関する事柄のみに見出そうとすることは妥当でないと思

われるので、ある。

本研究は、仕立て作業の;意義および目標を明石すごにすることを目的とし、さら

にこの技術の合玉虫化および能率化をはかる技術改良の基本的方向を見出すため

に行なった。

ヱド稿を草するに当つては、東京大学大島泰雄教授ならびに同大学江草月三助

教授から懇切なる格11助言と御校関を賜わった。謹んでお干しの百十を申し上げる。

本稿を取りまとめるに当り、御鞭捷と御助力をいただいた東京水産大学久保

伊津男教授ならびに内海区水産研究所猪野峻所長に心から感謝の意を表する。

著者がこの方面の研究に入る動機を与えていただき、有益なる指導と助言を

いただいた前国立哀珠研究所長高山活夫氏ならびに国立翼珠研究所長太田繁技

官に深甚なる謝意を表する。

さらに実験動物あるいは資料を提供していただき、本研究の推進に御協力い

ただいた三重県志摩町田畑礼次氏、故岩城和平氏、田辺時生氏、同県浜島町街i

木本真珠会社研究部、同県鳥羽市共栄莫珠株式会社その他多くの方々にも心か

ら感謝の意を表する。
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第 2章 真珠の品質と生殖腺の関係

仕立て作業に関して、現在まで屡々問題とされてきた事柄の中心は、主とし

て生殖細胞の排除に関する点であり、その意義および方法の大略は前章に述べ

た通りである。しかし、その意義ないし効果として一般に認識されている事柄

の中には、経験的に原因と結果を首擦に結びつけているために、多くの誤解が

あると考えられるO そこでまず、筆者はこれら仕立て作業の効果として三考えら

れている事柄が、実際lC生殖細胞の存否と関係があるのかどうかを調べること

とした。

第 1節 卵抜き作業とモの効果

アゴヤガイの生殖腺の発達過程を 7段階に区分し(表1および図1)、この区

分に従って卵抜き作業における生殖腺の変化を調べ、同時にこれらの貝に挿核

手術を行なって、真珠の品質その他について比較検討した。

表 1 生殖腺発達段階区分

|時期;発達段階| 雄 | 雌 i肉眼観察

受 第1期(成長前期)精原細胞の形成 l 卵際細胞の形成 l 乳白色やや色を

成 ， 帯びる
長|
時 J 第2期(成長後期)I精母細胞の形成・成 卵母細胞の形成→成 l 黄白色かたい

~i 熱分裂→漉胞の膨大 長→鴻胞の膨大

主主 第3期(成熟期) 精子の形成→放出始 i卵母細胞の肥六・成 黄~燈黄色ふく

まる 熱→放出はじまる らみ増大少しか

産 第4期(放出期) 精子の形成増加→放 卵母細胞の成熟→放 fこし、

出最も多い 出最も多い rRU二、やわらか

。H1欄刷時期)臨酬の糊停止|鵬細胞岬 帥li: くなる

g i精子の形成少なくな 卵母細胞少なくなる 半透明部分がで

る き広がってくる

秋|第6期(鴻胞前期)! ;放出完了憶胞内生殖 i:放出完了癒胞内生殖|透明ないL檀紅

il i細胞少ない |細胞少ない l色
~I 第7期(溶胞期) I血球の増加、生殖細胞の崩壊退行、被胞の l乳白半透明

盟I I血球による補修あるいは新生、生殖上皮の;

包 形成 | 
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図 )-2 生殖腺発達段階の区 分
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図 1-3 生殖腺発迷段階の区分

図版の説明

1-，2 第 1期(成長。iJ矧)ー (左側図版は剖f:の、 右側は雌の泌胞、 以下同じ)、 維で

は精l瓜細胞が分化し~m細胞に発達をはじめている。 雌では卵~~(細胞から卵母

細胞が分化しはじめている。雌餓の性別がl確認できる。 x2日

3-4 第2Wl(成長後期)ー精ほ細胞叉は卵11細胞によってi怠胞l陸部が満された状態

である。成熟した生殖細胞はみられない。 x2fD

5-6 第~3期(成黙期)一生殖期の初期に相当し、 泌胞内は自íJ!切にくらべ充突し、 成

熟した生高({細胞をi削包佐世[1に{也かに有する。 xl80

7-P. tj14期 (放出期)一生死i期の最即時期の線中日であり 、if:).¥胞唆郊の拡がりは大き

く、約子形成7J;..び卵子形成は最も活級におこなわれている。放/'H後の状態は成

熟した生野i細胞が少ないが、引き続き成熟しつ>.t，る生殖細胞が多く観娯され

る。 x180

9-10 第 5期 (放/t¥後期)一生殖期の終了に近い状態であって、 生殖細胞の形成能力

は低下し、一部には既にその形成を全 く終了した部分もみられる。 x250

11-12 第 6矧 (i!.)'¥胞1M明)一生殖活動が終了した状態であって、 生殖細胞はf:Yi少であ

る。網目状の総合組織が明瞭にみられる。性の確認が困難になる。 x180 

13 第 7J羽(iJ，i(胞tYllー泌胞結合組織上に新たに生殖原細胞が形成された状態であ

る。 x180

14 第7期の一時期にみられる現象で、血球が多設に観察される。これらは泌胞の

新たな形成に関与すると思われる。x180

nu 



実験 1

1)実験方法 実験は1959年 6月23fニlから同年12月8日まで、三重県志摩町

田知1tし次氏養殖場および同氏の鳥羽湾養嫡場で‘行なった。 3壬三生時貝を選別

し、 2群にわけ、 1群を仕立て作業用の竹箆へ200個あて収容し(実験府)、 f也

群を金制龍へ5011i'i1あて収容した(対WUt'f)。

仕立て(卵抜き)作業: 実験併は一昼夜水深 2mに:lli下し、その後干潮時

十こ誌がす1]:底へ若く 1'E度の深さにl]i，下しておき、好天の満潮]時に水深O.5~lmに

吊上げてと!二殖細胞を欣:Uさせ(手入れ=卵抜き操作)、 その終了をまって再び

深く市った。この操作を 3回繰返した。対照鮮は水深 1mに垂下しこの操作を

全く行なっていない。

挿核手術; 以上のような限{'ドの名目ごとに実験・対照河野から 110倒の貝

を取山し、各々に直径 4.5酬の核2何を挿入した。操作後押核手術を行なうま

で5日間の時間をおいた。これらの実験計画l玄関 2のように行なった。

IヌJ2 実験宍施 IZJ

挿核予術後l士約 1 週間作業~;if 閣の筏に養生後、ヤl'の筏へ移し、約 1

カ月後鳥羽湾へ移送し、 12月 14R まで建組した後、~虞湾へ劉送、同月 18 r-1 に

真珠の採取を行なった。

2) 実験結果

生殖腺: 挿核手術直前における生殖腺の組織標本の観察結果は関 3のよう

であった(生F直線発達段階区分は、各期の概要を表 1および図 1に示した)。

すなわち、実験鮮は卵抜き操作の田数が重なるに従って、その中心が第4期か

ら第 6、7期へ移行したが、対照群では終始その中心が第4期にあった。生殖細

胞が秘めて多い第 4期を主要構成員とする1ifr士、笑験群では 7月4FIのもの、

および対照群全体である。

1
1
-

『

1
4
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表3 x2 ー検定の表

実験・対照両群問 j実験|対照 ~ム山 i x2 
I 

l雪説草術品筆術品!自由度1(ゐj群内|群内「ー。 05)1

繁 死 率早引刊立出11団口口l凶::6?一…::5
豆 常 異 常 III ヌ叫O悦何416叫1. 7叫必判札Ir~いr向Jλ人ηj人人1入人J、J 3い3叫4 臼叫4引い4.2判偲4札Ir~州Jλ2え人『引J、真珠の出現率!.ll..，"'V'1:!u. ;-:1~'1: 1 .l. 1'1:01何日1u.O"'.111 ..，.0""'1 ..，. <...，01内 1¥i u. v;:lJ.1 

主主Z;J詣39m(山山田41(2~1)15 叫21 叫 4 叫汽ij;9 制
色の出現率 |6.♂718. 2911 4. 0641 2 1丘991116. 1701 3. 0341 

表 4 実験結果(百分率 )

一

再;主 真突珠起殊|異常真珠|異常群 別|繁死率;脱 !| 有機質;稜柱質!真珠合
み珠 珠 i 珠 の割

同 今f.i %11 % 号令 % 世 o/QI % 

7月 48実験群 o 1 48. 0 1 51. 9 11 34. 9 1 15. 7 1 36. 1 1 12. 1 1 1. 2 1 13. 3 

対照群 18. 8 1 66. 9 1 26. 9 11 7.01 7.0 46.513'7.21 2.3139.5 

l実験群 18.8 1 45. 9 I 49. 4 11 34. 2 113. 9 1 25. 3 1 24. 1 1 2. 51 26. 6 

7月13日i対照群 j21.31 63.5|お 811 6.51 4.4!39.214781 2.1149.9 

(実験群 115.0141.21田 O 印 o1 3. 8 113. 7 117. 5 1 5.0 1 22. 5 

7月22日|対照群 151. 3 1 n. 8 113.8 1122.7 I 4. 6 1 36. 3 1 31. 8 1 4. 6 1 36. 4 

第死率=繁死貝数/手術員数x100

脱核率=採取貝数x2-採取真珠数/採取貝数x2 x100 

歩留り=採取真珠数/手術数x100

要芸死三容 実験終了時における貝の奨死個数は全般的に実験群に少なく、 χ2

-検定の結果では対照群との間に有意の差が認められた。また、両群ともに手

術の時期が後になるほど艶死量が多くなっているために、各群内における検定

結果では差が認められた。この点は手術の時期における水温の上昇と関係があ

ると思われる。

歩留り 実験群は 3群とも約50%の歩留りを示したが、対照群ではそれが30

%以下であった。検定の結果では有意の差が認められ、実験群の方が歩留りが

良好で、あるといえる。

-13 -



正常および異常実珠の出現率 殻皮!百(有機質と称している)および夜柱層

を多量に含み、問、色変形あるいは泥土状の真珠を異常真珠とし、それ以外の正

常に真珠層が形成された冥珠を正常真珠と呼称して採取された真珠を区分し、

検定を行なった結果では、実験・対照両府間に有意の去が認められ、実験詳の

異常真珠の出JJi'.率はより低いことがわかった。しかし、 7月22日に挿核手術を

行なった笑験・対照両群聞には去が認められなかったのこの点は対照訴の採取

数量が緩めて少なかったために生じたのかも矢rrれない。

7尽きず珠、しみ珠、突起珠のH¥現率 正常哀珠を無きずの真珠、黒い「しみ」

がある真珠、突起ができている;真珠に区分し、実験・大打!日下問でこれらの各区

分の出現率に相在があるか奇かを検定した。両府間には有:患の差が認められ、

実験鮮では無きずの真珠の出現率がi当く、士、JH日下では突起を持つ真珠の出現率

が著しく高かった。実験群内では、卵抜き作業の経過に従って、 「しみ」およ

び突起を有する哀珠の出現不が減少する傾向がみられた。

3) 考察持核手術日寺の生殖細胞の存否あるいは多寡が、貝の緊死、脱

核、哀珠の歩留りおよび品賀などに、どの程度の

ら考察しよう。

実験群の中で対照群と生殖腺の状態がよく似た鮮は、 l回目の卵抜き操作を

した後の実験訴 (7月4日)で、 60%の個体が産卵の最盛期(第4期)を示

し、 40%がその時期lを過ぎて産卵活動が下り坂になっている時期(第 5期)を

示している(図3、図1-9、10)。これらは生殖細胞の量が極めて多く、外観的

には生殖細胞が充満している時の黄色ないし濃黄色を呈している。この実験群

の生嫡腺の状態は対照群 3群とそれほど大きい遅いはないから、生始細胞の存

在が悪影響をもたらすとすれば、この実験群の示す結果は対照群 3群の示す結

果とほとんど違いがない筈である。また、実験群のみでいえば、上記の群が 3

群の中で最も悪い結果を示す筈であり、逆に 7月22EIの実験群は最もよい結果

を与える筈であるO こうした仮定をもって、実験結果を再度検討すると次のよ

うになる。

7月4日の実験訴の奨死率 09告に対し、対照群は18.8ないし51.3%で、検定

結果に有意の差が明確に認められている。歩fgiりについては、実験群の51.9% 

に対し対照群は28.8ないし13.8%と、これも有意、の差が認められる。次に、正

常および異常哀珠の出現率では実験訴がそれぞれ86.7%、13.3%であるのに、

対照群セ、は63.6-50.19昔、 36.4-49.9%で、異常哀珠の出現率が実験群の約3

倍以上の高率であった。また、正常真珠の中のi咲きず珠の出現率は対照群に著

しく少ないのである。すなわち、 7月4日の実験群が示した結果と対照群3群

えているかを、この

A
H
‘
 



が示した結ー果とでは、生殖線の状態、に大きな相違がないにもかかわらず、全く

異なっている。実験群内のみを比較すると、要j室死率はO、9、15%となり生殖細

胞の多寡とは逆の関係にある。歩留りは 3群ともほとんど相違がない。正常真

珠の出現率でも有志、の差が認められない。ただし、正常真珠の中味の比較では

生嫡細胞の減少によって7尽きず、の真珠の増加、しみ・突起のある真珠の減少す

る傾向がみられるようである。

以上のように、この実験の結果では生殖細胞の多寡によって、常i'C緊死卒、

歩留り、異常真珠の日!現率が支配されるとは考えられない。

実験 2

1)実験方法 実験は1960年 7FJ 2 [:'!から同年12月22日まで、国立真珠研究

所臨海実験所で、行なわれた。使用した材料としては 3年生の母貝を用い、方法

は実験 1と同じとした。各卵抜き操作後 4日を経て挿核手術を行なった。実験

の実施日程は1'Zl4の通りであった。

2) 実験結果

7河20日

常 2手術群

図4 実験実施図

7月27:1

生殖腺: 7月13日に持核手術を行なった実験・対照両群を第 1手術群と

し、 7月20日のものを第 2手術群、 7月27臼を第3手術群と呼称した。それぞ

れの掃核手術時における生殖腺の状態は図 5のようであった。すなわち、生殖

細自の多寡からいえば実験鮮においては第 1手術群が最も多く、第3手術群が

最も少ない状態である。一方、対照、群では第 1手術群から第3手術群まで産卵

最盛期(第4期)の個体が大部分であった。

緊死率および哀珠の歩留りと品質; 上記のような各群の生殖腺の状態から

みて、実験 1の場合と同様の仮定を設定したとすれば、実験群では第 1手術群
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の緊死および真珠の歩留りと品質などが最も悪く、第3手術府のそれらの結果

が最もよい筈であり、また第 1手術群の実験・対日夜両群は双方ともに極めて生

殖細胞が多いから上記の諸元について大きな相違は現われない筈である。
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80 
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.J_ 60 
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理40
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同前
24日
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図5 挿核手術時における生殖腺の状態(横軸は発達段階区分)

/234567 

表 5 宍験結果

!手術貝|採取員|慨貝|採取11 正常

数 ; 数 | 数 |真珠数I!I無きずl

真珠|異常真珠|

珠|有皆、質|稜笠間
珠 lレ U 戸 内 六 日

|第 1l吋414 f明?|引手術群対照群 120 1 98 321 2 

21th13 
手術群対照群 120 1 94 62 11 3 1 5 I 26 28 1 0 

第Llt;lぺ刊 田止119| 6 
手術 対 146 I 92 55 11 3 1 9 I 19 21 3 

ハ
0

1
1
4
 



表 6 X. -検定の表

|χ2 

この実験結果は表 5、6、7および 8のようであった。すなわち、表6によれ

ば、まず奨死率では、 3手術群ともに実験・対照両群聞に有意の差が認めら

れ、実験群の弊死率は対照群より少ない。実験群および対照、群の各群内では 3

群間に有意の差があり、第1、第2手術群よりも第 3手術群の楽死率が高い。歩

留りについても同様に実験・対照両群聞に有意の差が認められ、実験群の歩留

りがより多い。群内の比較では実験・対照両群ともにその第 3手術群の歩寝り

が少なくなっている。これらのことを百分率をもって示したのが表7である。

表7 実験結果(百分率)

|※~l ※2 I ※~I 繁死率|脱核率!歩留!

(第 1i実験群|1イ払♂ 70.8% 

手術群対照群 18.3 I 30.6 56. 7 

手術群対照群 21. 7 i 34 0 51.7 

第 ~I語 l lE 8 m  
56.2 

手術群 32.9 I 43.9 37. 7 

※1.第死貝数/手術貝数xlOO

※2.採取貝数一採取真珠数/採取貝数x100

※3.採取真珠数/手術貝数x100

第 3手術群の実験・対照両群

ともに弊死率および歩留りの成

績が悪いが、この点は手術時期

が7月下匂であり、この時期以

降の高水温に原因すると思われ

る。この第3手術群を除いて考

えるとすれば、実験群内でも対

照群内でも奨死率および歩留り

に大きな相違はないが、実験群

と対照群では全く異なった結果

を示し、これらは生殖細胞の多

寡とは関係がないように思われ

る。すなわち、第 1手術群と第

2手術群それぞれの実験群を比

較すると、前者の生殖腺は後者

にくらべて、生殖細胞の量が非常に多いにもかかわらず、楽死率および歩留り

では大差がない。また、第 i手術群の実験群と対照群および第 2手術群の対照
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群は、生殖細胞の上では大差がないが、その奨死率および歩留りは第 1手術群

の実験群が他の 2群よりも良好な結果を示している。この実験の;場合でも、実

験 lと閉じ傾向がみられる。

次に真珠の品質についてみれば、各手術群の実験群と対照群の間に有意の差

が認められ、実験群の方が正常冥珠の出現号、fが高い。正常真珠の内容の比較で

は実験群の方が無きずの真珠の出現率が高い(表 5および 6)。

以上の数値を百分率であらわすと表8のようになる。第 1手術騨と第2手術

若手の実験君事相互の聞では第 1手術群の異常真珠は16.4%で第 2手術群より多く

なっているが、対照鮮とくらべれば、その約%であり異常真珠の出現本はかな

り低いものである。

表 8 宍験結果(百分 率 )
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5. 9 I 12. 5 I 35. 3 2.8 

3) 考 察 以上 2つの実験結果を総合すると、まず卵抜き作業によって確

実に生殖細胞が減少することが明らかであり、この作業を行なった貝から得ら

れる真珠の品質が良好であること、終死三容が少なく歩留りも良好であることが

明らかになった。しかし、顕微鏡標本によって得られた生殖腺に関する資料と

実験結果とが、はじめに設定したイ限定に対し矛扇する部分があり、この作業に

よる上記のような効果が、すべて生殖腺の生殖細胞の量に関係を持つとは考え

られない。真珠の品質のうち、しみ珠や突起珠の出現率に関しては生殖細胞の
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多寡と関係があると思われるが、それ以外の面では奨死率、歩留り、異常冥珠

の出現率などについて生嫡腺との関係が少ないと考えられる。すなわち、これ

らの動向を支配しているものは、単に生嫡腺の状態に関する要因のみでなく、

それ以外の要因が関係していると思われる。

産卵期以外の時期における仕立て作業の効果

4月頃から挿核手術に供する貝は前年秋から作業にか L り、冬季の低水漏を

利用して生殖腺の発達を抑える方法をとり、秋の仕立て作業は、この時期の貝

が産卵期を終了したもの、していないものなど様々な生嫡腺の状態、を示してい

るので、それを揃える意味を含めて、手術の際に貝殻が開口しやすい状態にす

る目的て、行なわれる。 4月頃あるいは 9-10月頃の貝の生組腺は一般に生殖細

胞が少なく、図 6の生殖腺の周年変化からみると、成熟した生殖細胞は殆んど

みられることがない。

第 2節
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関6 生殖腺の周年変化

(横軸は発達段階の区分，縦軸は出現率)

どのようこのような生殖腺内に生殖細胞が多くない時期の仕立て作業には、

な効果があるかを 2、3の実験を例にとって検討しよう。

春に挿核する貝の仕立て作業-111) 

この実験は次のような要領で行なった。これは生殖腺の発達を抑制し得ると

思われるいくつかの方法をもって、越冬中およびその後の処理方法をかえて仕

nuu 
-，ム

実験 1



立て作業を行ない、それによって得られた真珠の品質などについて検討したも

のである。

1 )実験方法実験は1962年11月12日より 1963年 8月28日まで、三重県志摩

郡御木本真珠会社多徳養殖場において行なった。貝は 3i:j三生母貝を使用し、貝

掃除および選別後これを 4群にわけ、それぞれ次のような処理を行なった。

その大略は図7のようである。

(A) 

(8) 

区盃rn--一(c)

巨互E号一(0)

4月 17日

図7 実施図実験

枠吊 :71て筏から寵を垂下する養殖方法

地活:箆が常時海底に着いた状態で養殖する方法

A群 :11月12日は竹寵に85貝あて収容し、水深12mの漁場へ 7mの深さに

垂下し、越冬中の 5カ月聞はそのまま放置し、春に水温が 160Cま

で上昇した 4月17日(挿核手術前10日)に貝掃除を行ない新しい竹

寵へ110個体あて収容し、水深10mの漁場の5m層へ垂下した。

B群 :11月12日に金網稚貝寵(網目2cm)へ150個体あて収容し、 A群と同

じ場所へ垂下した。その後の処浬もA群と同様にした。

C群: 処理はB群と同じようにし、ただ寵のみをB群より自の大きい(網

日l辺 3cm 6角形)普通に用いている金網平寵を使用した。

D群 ;11月12日にC群と同じ平寵へ 150個体づっ収容し、干潮時の水深1

-1.5mの漁場(底質は岩または小石まじりの砂泥質)へ置いた。

2m層の水温が 12
0C以下となった 1月16日から 3月22日までの65

日聞は、上記の 3群と同じ場所へ垂下し、その後再び挿核手術まで

海誌に放置した。

これらの 4群に対し、 4月26日に挿核手術 (5.5酬の核を 1個体あたり 1個)

を行なった。手術後は12日間の養生後沖の筏へ移し、 6月29日に貝掃除を行な

い、 8月28日に各群から100個体づっ取りあげ、その歩留りや真珠の品質につい
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て検討した。

2) 実験結果

生殖腺: 仕立て作業によって得られた上記4群の挿核手術における生殖腺

の状態は、 D群を除いて表9のようであった。 D群の生殖腺については観察さ

れていない。また、観察は体表からの肉
表9 挿核時の各群の生殖腺の状態

限観察によったものである。 3群全体の

観察結果では、挿核手術に差支えるほど 生殖腺の状態
ノ |離 日[1ト一一一一ーで一一一一一一一一ーに生殖腺が発達している個体は全くなか 1 

った。挿核技術者の所見でも、 4群全体

について、一般に手術に不適当と考えら

れる生殖腺の状態のものは見られなかっ

た。なお、この点に関しては組織標本に

よる観察が必要である。

探究率および歩留り : 挿核手術後8

月28日までの奨死王子三と歩留りは表10のよ

うであり、 4都聞に差はみられなかっ

?乙。

真珠の品質: 採取した各訴の真珠を

それぞれ品質によってが段階に区分して

表11を得た(御木本真珠会社短期試験分

40 

40 40 20 

※主主殖腺の状態(-)は発達がみられ

ず白色半透明のもの， (::1::)はや L

発達がみられ部分的に淡黄色にな

ってきているもの， (+)発達がみ

られ全体に淡黄白色になっている

もの.

類基準による)。 この結果について、素珠を除く 5段階の各群における出現率

を検定し表12の結果を得た。すなわち、 A~D4 群の聞には、無きず、 1 点き

ず、 2点きずなど品位の等級についてそれぞれ出現率に相違があると考A えられ

る。その群聞での相違は表12のように、 Aと

表10 繁死率および歩留り

!群山死率|歩留り

A 群 4.8 79.0 

B 群 9.6 77.3 

C 群 6.6 I 72.5 

D 群 i7.8 I 73. 1 

採取真珠数
※ 歩留り= 一一一一一挿入核数

C、BとD、CとDの各群聞に相違がみられ、

AおよびD群では無きずおよび 1点きずなど上

質の真珠の出現率が高く、 BおよびCの2群は

逆に品質の悪いものの出現率が高くなってい

る。

これらの結果と生殖腺の状態を対比すると、

D群についての観察がないので明確さを欠く

が、 A群はBおよびC群にくらべてやや生殖腺

の発達が少ないことから、生殖線の状態と真珠

の品賞との聞には関連がないとはいえない。

ーム
円

L



表11 商品価値によって分類した場合の真珠の品質

※都、 キ ズ キズ，しみの全くない真珠

1点キス、:1点キズまたはl割以下のしみ

2点キズ :2点キズまたは2-3詞jのしみ

3点以上キズ :3点キズまたは4-]割のしみ

く ず 珠:7割以}-のしみ，有機質真珠，稜柱

質真珠など

素珠:核

表12 各群間の

χ2ー検定の差

D 

一

H
H
¥

十一

¥
H

一
¥
¥
一
什

¥
一
+
一

※ ++: 1%にて有意の援を認

む

+ :5%にて有意の差を認

む

ー :差は認められない

実験 2 春に 挿核する貝の仕立て作業_]l12)

この実験は実験 Iに引続いて、長谷川※が行なったものである。その一部に

ついて略記する。

1)実験方法 実験は1963年11月5日から1964年 8月28日まで、街]木本真珠

会社多徳島養殖場で行なった。 4年生母貝を使用し、貝掃除撰別後これを 4群

にわけ、それぞれ次のような処理主を行なった。その大略は図 8のようである。

11月 5日 4月 17日

図8 実験実施図

※御木木真珠研究室.本報告は同社社内報研究報告第10号
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K群: 11月1日に貝掃除および撰別を行なった貝を 11月5日に竹寵へ 140

個体あて収容し、千潮時に水深 1~l. 5mの漁場の海底へ放置し、 7.Ki昆が12
0

C

以下となった 1月10日から 3月9日まで59日間は沖の筏へ移して 6mの深さに

垂下、その後は再び元の海底へ放置し、 4月17日に収容量を180個体に増した。

L群・ 11月5日に金網平寵(一般の養姐に使用される 1辺が 3cmの6角形

の日を持つ金網寵で45x45X15cmの大きさ)へ175{固体あて収容し、上記 K群

と同じ処理を行なった。 4月17日には収容量を2201国体に増した。

M群 :11月5日に竹寵へ140個体あて収容し、沖の筏の6mの深さにまE下し

た。 4月17日に収容数を180個体?ごー憎した。

K群 :11月5日に金網平龍へ175個体あて収容し、 M群と同じ場所に垂下

し、 4月17日に収容量を220個体に増した。

これら 4群に対し、 4月28日に挿核手術を行ない、 5.5酬の核 l個を挿入し

た。 15日間の養生後沖の筏へ移し(普通の養殖方法で)、 8月28日まで養殖後

200個体づっ各群から採取して、実珠の品質などの検討を行なった。

2) 実験結果

生殖腺: 各;群の生殖腺の状態はおよ

そ表13のようであった。実験 Iの場合と

同様に、一般に挿核手術が不適当と思わ

れる状態の生殖腺をもっ個体は殆んど無

かった。十および土のものでも部分的あ

るいは全体に黄白色になっている状態

で、夏季における濃黄~濃黄燈色の生殖

腺はこの時期では全くみられない。

この表の結果はすべて外表面からの観察

であって、今後の研究には顕微鏡観察が

必要である。

この表でみると K群の生殖腺の発達が

最も遅れており、 L、M群は同じ程度で

K群よりいくらか発達し、 N群はM群よ

り発達している。

奨死率および歩留り : 艶死率、脱核率、歩留りは表14に示す。 χ2ー検定

の結果では表15のように楽死率はK群が最も少なく、 N群がその次に少なく、

最も多かったL群と明らかな相違をみせ、脱核率ではN群が最も多く他の 3群

と異なっている。従って歩紹りはK群が最も多く、 M群が最も少なくなってい
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表13 =1希核手術における

生殖腺の状態

群月Ij
態状の

勾
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R
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|
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一
一
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L 群 l

M 群 80 

N 若手 : 

(-)・生殖線の発達がみられない

(土)・やや発達が部分的にみられる

(+) :発達が全体にわたりみられる

もの



L、Mの各群聞には差がない。る。 K、

り

N 

i一 +-Lh;乙+++ 

M 

++一

留

L 

歩

χ2一定検の表

核
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一++
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率

N L 

脱

K 

表15

N 

率死

M L 

実験結果
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別
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群

群

群

群
一

K
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表14

一:差なし

真珠の品質: 各群から得られた真珠について、実験 Iと同様にその品質を

区分して表16を得た。検定の結果ではK群は他の 3群と異なる結果が、 L鮮も

M、N群と異なる結果が得られた。 MとNの2群には差が認められない(表

17)。 これらの品質の比較からみると、 K群は無きず、 1点きずなどの上質の

真珠の出現率が高く、 N群はその出現率が少ないこと、 L、M群はその中聞に

位置することが考えられる。

++:危険率1%で有意

:危険率5%で有意、+ 

χ2ー検定の表表17

N 

真珠の品質の比較

※ 
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御木木真珠会社短期試験分類基準による

一一ーは全体にいってχ2ー検定を行なった時に有意の差からみられる数値

※ 

3) 考察生殖腺の挿核手術時の状態と真珠の品質とを対比させると、生

殖腺の発達が悪かった群の成績がよく、生殖腺の発達が始まり、その発達程度

組叫η
，a
 



が大きい群の成績が悪いという結果であり、この限りでは挿核手術時の生殖眼

の状態は真珠の品質に関与しているように忠われる。また、緊死三容は中間の発

達程度を持つ群 (K、M群)にやや多いが、歩留りとしてみた場合はほぼ生殖

腺の状態に対応した成績を示している。

このように実験 1および 2の結果から、春の仕立て作業においては、前節の

産卵期における場合と異なり、生殖腺の発達程度が麗接真珠の歩留りや品質に

影響を及ぼすと忠、われるが、この時期の仕立て作業によって得られた貝の生殖

腺の生嫡細胞の量は、夏季にくらべて非常に少なく、それによって真珠の歩留

りあるいは品質に影響を与えるとは考えられない。

実験 3 秋の 仕立て作業と真珠の品質

この時期の仕立て作業は、本来は 2つの時期にわけて考える必要ーがあり、 8

月下旬から 9月下旬までの産卵終了時期に行なうものと、 10月上旬から11月下

匂までの時期に行なうものとに分けられる。前者は産卵直後の疲弊状態がみら

れるので、一般に仕立て作業は極めて軽く行なう。後者は水温の下降期にある

ので、あまり長期にわたり行なうことがない。筆者はこの後者の時期について

実験を行なった。

1 )実験方法 実験は1960年10月18日から1961年12月まで、真珠研究所臨海

実験所で行なった。 3年生母貝を 2群にわけ 1群を竹龍へ100個体あて収容し、

他群を金網寵へ40個体あて収容し、前者を桟橋筏に垂下して仕立て作業を開始

し(実験群)、後者を沖の筏へ垂下した(対照群)0 2週間後の11月1日に各群

240個体について直径4.5酬の核 1個を挿核手術した。手術後は普通の養殖方法

(金網龍へ30個体あて収容)をもって沖の筏へ垂下養殖した。翌年12月にこれ

ら2群について真珠を採取した。

2) 実験結果 実験の結果は表18のようであった。楽死率についてχ2ー検定

の結果では実験・対照両群間に差が認められなかった。手術数量に対する採取

表18 秋の仕立て作業における実験結果

-25ー
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個
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真珠数の歩留りでは有君、の差があり、実験群の歩留りが良好であった。また、

真珠の品質について検定した結果では、無きず珠の出現率および核の出現率の

部分で両群聞に差が認められ、実験群の方が無きず珠の出現率が高かった。核

の出現率についても同様であった。

以上のように、生組腺内に生殖細胞が殆んどないi時期の仕立て作業において

も、歩留りあるいは真珠の品質の上で効果が認められる。

実験 4 秋の仕立て作業期間について 13)

秋季に使用するほ貝の仕立て期聞を設定するために、磯野※は仕立てJm間を

10日、 20日および30EIの段階でとり、真珠の品質などのキH)在宅ピ検討した。

1 ) 実験方法 1964年9凡3日から1965年12月まで実験を行ない、 H:立て作

業は御木本真珠会社多徳養殖場、 j出寒漁場は三重県方陛浦、養成漁場は香川県

小豆島とした。仕立て作業について、仕立て期間10日の群は 9月251ヨから、同

じく 201ヨの群は 9月16日から、また同じく 30日の群は 9月3日から、それぞれ

作業を開始し、 10月5日および 6日に挿核手術を行なった。貝は 3年生EJ貝を

使用し、直径5.25-5.75酬の核を l個体当り 2個核入した。手術した貝数は各

鮮とも3600個体である。

2) 実験結果 採収成総および品質別の出現率は表19および20のようであっ

?戸
μ」。

表18採収成綴
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※1) 御木本真珠採43Z.珠撰別基準による分類. A:上級品， B 中級品 C:

下級品， G:金色珠，不良・不良不合格珠

※2) レントゲン検査によって脱核した貝は除いた

要告死率: 磯里fpによれば脱核した貝を除いて、{仕立て 10日群 19.86%、仕立

20日群20.81%および仕立て301ヨ群22.959るであり、仕立て期聞が長いほど奨死

※磯野治御木木真珠会社養殖部
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率がやや大きくなっている。脱核した最はレシトゲン検査の結果から、それぞ

れ20.14%、30.41%、31.349るであり、仕立て10日群の脱核ギが少ない。

表20 品質別出現率(重量%)および歩留り

l万当 り | 古

l述盟主 片

手術貝 採!以貝 A I B 
に対しに対し | 

※3 匁 %1 % 
仕立10日群 806匁 1，054 31.891 37.27 

仕立20日若手 707 982 13.29 43.61 

仕立初日群 6邸 967 ' 21. 33: 40. 12 

珠の

G I C I不良

% % %1 
3. 82 10. 95 12. 42! 

2.73 21. 641 14.48! 

3.41 13判16，87

※3) 手術貝 1万個にし対て合路日!の蚕:景を推定した数個

% 
3.651 

4ぉ(
ωl 

% 
100 

100 

1∞| 

真珠の歩留り : 採取された真珠の重量から、これを手術貝あるいは採収貝

のそれぞれ 1万貝当りの重量(午、?に品質基準に合格した冥珠の重量)を計算し

て比較しているが、これによれば仕立て10日詳の歩宿りは他の 2群よりも良好

で、仕立て期間が長いほど思い。

真珠の品質: A級の出現率は仕立て10日i鮮が最も高く、 30日群、 20日鮮の

11[t'iに{尽くなっている。 BおよびC級の真珠の出現率はその逆の結果を示してい

るの不良の珠(有機質、稜比質真珠および真珠!習の極めて薄い真珠など)の出

現率は仕立てお!間が長くなる程多くなっているO これらのことから、仕立て10

日訴は他の 2訴にくらべて真珠の品質が良好であると忠われる。

このように、生殖細胞が殆んど無い時期においても、仕立て作業の方法によ

って歩留りとか冥珠の品質に相違があらわれてくることが明らかである。

第 3節論 議

仕立て作業の目的とするところは、その大部分が生嫡腺内の生殖細胞の耕除

あるいは発達の抑制におかれており、それは生娘細胞の存否が直接真珠の歩留

りおよび品質などを支配すると考えられているからである。

しかし、夏季における実験(第 1節)の結果からみると、生娘腺と諸般の成

績との関係は、真珠の品質の一部分については生殖細胞の多寡が関与すると思

われるが、他の多くの部分、あるいは成織に関しては必ずしも生殖細胞の多寡

に支配されているとは考えられず、それ以外の要因を考慮する必要があると思

われる。また、平手不の実験結果(第2節実験 1および 2)からみると、この時
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WJの生殖腺は発達の初期にあって、夏季に観察されるような成熟した制抱もな

ければ生殖細胞の量自体もかなり少ない時期であるにもかかわらず、そしてま

た一般に夏季ほどには生殖腺に関して当事者が問題ドこすることが少ない時期に

もかかわらず、真珠の品質は生殖腺の状態と関連があると思われる結果が得ら

れている。更に秋の生殖線の状態は、産卵期を終り生殖線内に残った生殖細胞

の主主主里および漉:胞の修復または再生が行なわれ、次の産卵期の準備が進められ

ている状態で、生殖細胞は皆無か非常に少ない状況にある。従って、この時期

では生殖腺の状態からいえば仕立て作業は不必要であることとなるが、実験の

結果(第2節実験 3)からもわかるように、この作業による成果が明らかに認

められる。また、仕立て作業の方法によて諸般の成績が左右されることが、実

験 4の結果から明らかである。すなわち、この場合でも夏季における実験結果

と同様に、単に生殖腺のみを対象として現象をとらえていたので‘は解釈で、きな

い面が存在する。

このように、生殖腺の状態と挿核手術後の結果とを考え合せてみると、生殖

細胞の多寡のみが結果の良否を支配していると考A えることに無理がある。ま

た、生殖細胞が諸般の結果をもたらすとしても、その作用機序に関して充分に

納得のいく推定が行ない得ないのである。例えば生殖細胞が多量に存在すると

何故挿核手術後の奨死が起こるのかを考えてみても、直接的にそれを生殖細抱

の存在と結びつけ得る盟論的な展開が行ない得ないのである。

従って仕立て作業と生殖腺の発達とを直接結びつける従来の考え方を脱し

て、仕立て作業に関して別の見方から検討を加える必要があり、筆者は仕立て

作業あるいは挿核手術によって左右されると考えられる貝の生理状態について

調べ、仕立て作業の効果として現われる現象に関して納得のいく説明を与える

べく、第3章に述べる諸種の実験を行なった。
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第 3章 仕立て作業および挿核手術に伴なう

生理状態の変化とその考察

挿核手術後に起こる脱核・奨死あるいは哀珠の歩留りおよび品質などを支配

する要因が、挿核手術日寺における貝の生殖細胞の多寡よりも、むしろその動向

を支配する貝の生理状態にあると考えられるので、仕立て作業および挿核手術

後の生理状態の変動について、その指標となるべきものを探し求めながら、仕

立て作業中および手術後30日ないし40日に至る過程での観察または測定を行な

った。

第 1節 肉眼的観察(外観的特徴)

産業的にみれば実際に生きた貝を観察して諸穂の技術の行使について判断を

下さねばならないのであるから、仕立て及び挿核作業の経過において外観上観

察される貝の形態変化のうち、特に生理的変動と関連があると考えられた諸点

を抽出して、それらの結果の概要を次に述べる。

1 )貝殻鱗片状突起 貝殻周縁部に放射状に突出する鱗片状の突起は、貝殻

稜柱層部分の内面に形成される。形成の初期にはまだ突起の形態を示さず、周

縁が多少凹凸を持った薄板で、柔軟であるO これがや L発達してくると突起の

形をとり平らなヘラ状になる。これも柔軟で厚みも薄い。突起の形成が完成し

た時には、先端が鋭く且つ轡曲して、塁王く折れやすい状態に変る。

正常な貝を仕立て作業にかけると、作業の進行に従って突起の形成が衰え、

作業の終了時には完全に停止した状態になる。すなわち作業の当初に形成され

ていた堅く鋭い突起は、作業中に行なわれる手入れと称する足糸の切断や貝の

混ぜ合わせなどの処理によって折れて取り去られてしまうことが多い。しか

し、その後にも貝殻の内側から突起の新生が行なわれ難く、柔軟なヘラ形の突

起が作られる程度か、あるいは全く形成されない。従って貝殻周縁部は不定形

で粗雑な凹凸を持った状態、になる。

挿秒、手術後は、 7月の場合約20日後に 80%の個体に突起の新生が観察され

た。また、仕立て作業を経ずに直接正常の個体へ挿核手術を行なった場合に

は、 20日後にも突起の形成が全くみられなかった14)。

2) 貝殻の色調 通常アコヤ貝の貝殻には殻頂から周縁部へ向って放射状に

走る黒色の縞がみられる。仕立て作業の進行に従いこの縞は不鮮明となり黄土

色の基調色のみが残る。作業が長期に亘った場合に顕著である。縞模様の手術
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後における回復状況は観然していない。

3) 足糸 小林15)(ま必殖中の 貝の足糸を切断した後に元へ反し、その貝

のうち一定時間内に足糸で他物!と附れするものの ;Jjlj合が足糸の分泌力と関係

し、その附ji('がは biologicalindicatorになり得ると述べた。 この点を勘案し

て筆者は、以 1個体について附着している足糸の数日もその貝の生理状態を現

わす指棋になるのではないかと考-えた。正'市の個体の足糸の数量は20ないし30

本程度であるが、flu:て作業の経過にilない足糸の形成が少なくなり、その終

了時には lないし2本の制11い足糸で附7(1している状態になる。貝を災弱させた

場合には足糸の形成が全くみられなくなる。 7月l乙持核下訓?を行なったJ坊合に

は、20rJ後に実験個体のすべてに足糸の形成がみられ、その@:(ま正?;?のものと

殆んど変りがなかった。

4) 軟体部の色調 外音l脱 ・ 偲 ・ I~:j殺筋 ・ 足などの上皮組織には思然色の微

細願粒が弁在し (陸19) 、 これは酸性にしたねー械浴煤(例えば 3 9るの割合(cJi.~取を
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ノレド1;¥定，前l~染色。 x450

2.211糸先端部内側l縦断面。上皮細胞中の黒色瀬粒。処理|口j上。 x430

3. 銀!~間燃機断面。上皮腺胞中の黒色額約， 処理同上。 x430

4.鋭糸縦断面。 x430

総上皮組織に存在する色索穎粒
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加えたメタノ ーノレ)により抽出され、 紫外線によって赤色蛍光を発することを

見出した16)。その後の沢田の研究17)によればクロポノレフイリ γ系の色紫であ

る という 。この色非~Wj'í粒は仕立て作業の進行に従って減少する。飢!の観祭によ

れば(図10)、仕立て作業終了時期!こは色調の泌い個体は始んどなく 、60%以

上の個体がよI~I土l色の色調を示し、 挿核手術後では10ないし30円の間!と黒い色調

を示すものが、30ないし60%程度にi附加する ことが観察された(!:ZJ11)。

図JO鰐の色調

1 :黒い色剰の発現行~I分が広く 、 総体に色測が濃いもの

2 :黒い色捌の発現はあるが部分的のもの、ないしは色調の淡いもの

3 :黒い色制の発現がなく 、全体の色調が資白色であるもの

5) 生殖腺 卵抜き作業において、当初体衣面から観察される生鑓腺の状態

は、内l服部外面を鋭う生焔服部分が届く 、また非常に大きくふくらんでいて、

ld-色ないし燈黄色を呈する。これが作業の進行に従って、生殖孔附近の休前方

から部分的に色調が淡く 、かつ透明がかった状態になり 、次第に内臓部の大部

分lと拡がり 、 色調も~に淡くなって 、 いたゆる水貝の状態lてーなる。このように

なる と収足筋 ・中脇腕などが体表面から透してみえる。この場合、個体によっ

ては生州肱内が版紅色を呈する ものがあるが、 顕微鏡観祭('1:.よれば結合組織中

に沈渚した色ポ組本止によるもので、生地細胞による活・色ではない。いわゆる水

貝のよう に透明になった貝は、これまでの抑制方法を少し軽度の方法にかえる

ことによって、生拙服部イ立を外観上手Lf士1・半透i羽化するこ とができ、この11寺WJ

が挿核手術!と最も適した状態である。これらの顕微鏡的観察の結果については

前述した(第2I，1i:H 1 iYii)。

司
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挿核手術後の

経過日数
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図11 挿核手術後の鯨の色調の変化

横軸の数字は図10のぞを色調段階に相当する。 l群 l間の観察個体数は10個体。

6) 考察仕立て作業によって停止した貝殻および足糸形成機能は、挿核

予術後20日で正常な機能に戻ると考えられるが、一方、挿核手術まで正常な状

態であった貝では、手術後にこれらの機能が停止し、その状態が20日以上に及

んでいることが考えられる。一般に正常な環境条件下にあって貝殻形成あるい
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は足糸形成が行なわれない貝は、何らかの病理的原因を持っているものであり

(例えば病害虫の寄生など)、そういうことから考えれば挿核手術後にこれらの

機能の阻復が起こらないのは、挿核手術後の貝の生理状態、が病理的な状態に陥

ったことを示すと思われる。仕立て作業を行なった後に挿核手術を受けた貝で

は、そういう傾向がみられないから、挿核手術の影響は少ないのではないかと

思われる。

鯨の色については、持核手術後次第に黄白色から黒色へ変化してゆくように

思われるが、このことは貝の生理状態の回復を指標すると忠われる。何政なら

ば、筆者が締の色調の変化に気がついたのは、衰弱した貝の師の色が白色であ

ったからで、色調が白色に近いほどその貝の生理状態が低いと見倣すことがで

きるからである。仕立て作業によって貝の拙は黄白色ないし黄土色に変化する

が、挿核手術後に黒化してくるのは正常な色調に復帰することを意味してお

り、この而から生理状態の回復が考えられるのである。仕立て作業を行なわな

いで挿核手術を行なった場合の変化については観察していない。

生殖線の挿核手術後の変化に関しては、第3節に述べる。

第 2節 員殻および貝肉の重量

1 ) 実験方法および結果 3年貝(満2年)を用い、 1961年5月26日から 7

月3日まで行なった仕立て作業における貝の全重量・貝殻重量・貝肉重量の変

化を図12にかかげた。 1群 1回のサンプリングに20個体を用いた。数値はその

平均値である。

仕立て作業の方法は次の通りである。 1961年 5月26日に予め貝掃除を済ませ

た貝を、仕立て用の竹龍に 20011~あて収容し、千潮時に約 3 時間海底へ寵がつ

くように垂下した。その後ほぼ10日間隔に謹を引上げ、足糸を切断し、貝全体

をよく混ぜ合わせて、再び竹龍へ収容し、ビニーノレ幕を龍にかぶせて30分欣置

(産卵を誘発するために温度の上昇を図る意味で行なう)、その後産卵を行なわ

せるために水面下50cmに垂下し、翌日再びi毎底附近に垂下して、次回の操作ま

でが(置した。このような方法によって39日目には実験群は挿核手術に適した生

狸状態及び生殖腺の状態に到達した。一般に全体の約70%程度の貝がこのよう

な状態になった時に、仕立て作業はほぼ完了したとみなされる。

2) 考 察 図12における貝殻および肉の重量の変化をみると、仕立て作業

の初期に減少がみられるが、それ以後は殆んど増減がない、また、貝の全重量

に対する肉重量の割合は、対照群よりも僅かに大きく、ほぼ 50%程度であっ

た。さらに貝殻重量に対する肉重量の割合についても、実験群が大きく、仕立
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て作業の終了時にはほぼ貝殻と同じ重さであった。しかし、貝肉重量そのもの

の対照群に対する比率では90%以内にあり、この程度の減耗率では仕立て作業

によって貝が衰弱す

るとはいえないと考-

えられる。母員の年

令・季節などによっ

て相違があろうし、

仕立て作業による減

耗の度合とセノレカリ

アの感染による減耗

程度を向子IJに比較す

ることはできないの

であるが、貝殻重量

に対する貝肉重量の

比を双方について計

算すると表21のよう

になる。すなわち、

仕立て作業による貝

肉重量の貝殻重量に

対する割合は約999る

であって、対照群の

それと大差がない。

一方、セノレカリアの

寄生を受けた貝で

は、その割合が約45

%であって、貝肉重

量は貝殻重量の半分

以下の割合しかな

く、その時の対照群

(正常民)の値が約

70%であったことを

考慮、に入れても相当

大きな減耗である

い刊誌の64%)。
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以上のような貝肉の状態から、仕立て作業によって著しい貝肉重量の減少が

起こることはないと推定され、その状態、はいわゆる衰弱とは異なるものである

表21 仕立て作業及び病虫感染における貝肉減耗度の比較

10.5 

6.9 

65.8 

69.5 

44.6 

※ 阪Ili湾;欠(1964)アコヤ貝に寄生する吸虫に関する研究Eの第1

表の数値から計算した。

と考えられる。この衰弱した貝にくらべ肉重量が重いということは、肉眼的な

観察の上で比較的重要な事柄を含んでいる。具体的には量的に測ることが難し

いが、軟体制iの臨みの度合い、外套腕の厚みおよび色、閉殻筋の断面の形、大

きさなどが主要な点になり、仕立て作業では貝は肉に膨みを持ち、外套膜は厚

みを持ちl会Iい不透明あるいはやや薄くなり黄色不透明になる程度であり、閉殻

筋の大きさもほとんど変らない。一方、哀弱状態の員の場合は、軟体部(土萎縮

し、外套肢が薄く淡黄色半透明ないし透明となり、外套膜表面から淡悩色の中

腸腺(正常の個体ではほぼ黒補色)がうかがえる状態になる。また、閉穀筋V土

中央部内側 ci直腸・山:門の反対 (W])の轡rl1J部が凹み、全体として細くなって

くる。このようなfiLIでの相違が貝肉重量の相違としてあらわれてくると思われ

る。

第 3節 生殖腺の挿核手術後の変化

仕立て作業中の生殖腺の変化については第2章第 1節実験 1および 2で述べ

? 

1'--0 

1) 実験結果 夏季における挿核手術後の生殖腺の動向は、一般には産卵期

終了の方向へ移行するのであるが、環境条件および個体の生理状態が適当であ

れば、なお産卵活動を続行すると考えられる。 1fJlJを挙げれば、第2章第 1節
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2において、仕立て作業後に挿核手術した昨(実験群)と、仕立て作業を

経ずに挿核手術を行なった群(対照群)の、それぞれ第 1ないし第3手術群の

生殖腺の動向

は関13のよう

であった。ま

ず、第 1手術

群の実験・対

照両群の比較

では、両者は

殆んど問じ傾

向をもってf住

移し、手術後

40刊で両者と

もに成熟度の

中心を第5期

にもった形、

つまり産卵活

動が最盛期を

過ぎて下り坂

になった状態

であった。第

2手術後では

実験・対照両

~間の動向に

相違がある。

すなわち、実

i抜群は手術時

には第 4期20

9昔、第 5期40

%、第 6期40

%という構成

で、産卵を終

了したと思わ

れる個体が40

;i::l~ ~ rln ~ 
群i¥:ll_l~~ 
;::;l川出日目

群 jl~ rih Jll I~h 
ii1t 巾皿札
群 1。町

40日30日

手術後

20日

図13 挿核手術後の生殖腺の変化

横軸:生殖腺発達段階の区分3-5が産卵期

縦軸:1群20個体における出現率

ハ

u
nぺ
U



%もみられたにもか Lわらず、手術後20日では第4期、 5!~Jの増加、第 6 期

の減少という形に変ってきて、いくらか産卵期の方向へ一時的に民ったが、 30

日後では第5期60%、第 6}~ì40% と産卵期終了の方向へ移動しさらに40 日目に

は第 4l:IJJ50%、第 5~羽50% と再び産卵期の方向へ手術後のどの時よりも強く移

動している。一方、対照群では椛実に産卵終了の方向へ推移し、第 5期40%の

ほかはすべて産卵を完全に終了した状態がみられした。第 3手術併は挿校千術後

の雨水j14によって諸般の成績が不良であった群であるので、イ也昨との比l肢はで

きないが、実験昨についてみると、手術時に第 5}~j40% 、第 6Jリ160% 、つまり

大半の個体がgJjiIJを終了した状態であったにもか Lわらず、 30日後には第4期

(産卵最盛期)30%、第 5期30%と産卵活動は手術時よりも強化された状況が

認められ、 40 日後でも僅かに第 4~明から第 5 ~jJJへ10%の移動があったのみで、

産卵活動が維持されていると忠われた。対照;[f下l'i当初第 4J:lJJ90%であったもの

が、 40日後には第4期10%、第 5J~J40% 、第 6!切50% と実験府より産卵活動を

行なっている個体の割合が少なくなっている。

以とのように、挿核手術時の生嫡腺の状態てと基準にして考えれば、実験11手は

産卵活動の再開というと界IJII線合示すが、対照群はどの群も産卵J:lJJの終了の方

向へ下降する形をとっていることが推定される。

2) 考 察 上記のような両群の挿核手術後における動向の相違を生嫡機能

の問題として考えれば、一方は仕立て作業によって生殖機能が減退し挿核手術

後に回復する形であり、他方は正常の生殖機能が手術後に減退する形である。

これは第1節に述べた貝殻および足糸形成機能の動向と全く同じであり、これ

らの現象をもたらす内的な';;::因を怨定することが可能であろう。すなわち、挿

核手術に起因する術後の生理状態の変化の仕方が、同鮮の聞で呉なることを示

していると思われる。

第 4節杵品体重量

粁品体の消長については古くからカキに関して ORTONその他の観察がある

が、アコヤガイに関しては太田19)がその長さの季節的消長を観察し、産卵期あ

るいは低水誌期におけるその縮少または消失を報告し、蓮尾81が卯抜き作業に

よる粁品体の長さの減少から卵抜き作業が貝に与える疲弊について論じている

にすぎない。筆者は、貝の生理状態を把握するに当って、その指標として粁晶

体の重量の測定を試みた20)。

1)実験結果 第 2章第 1節実験 2において行なわれた実験に際して、生殖

腺標本の採取と同時に杵晶体も採取して、その重量を測定した。結果は図14に
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取りまとめた通りであった。まず、仕立て{午業の経過に従って粁品休の重量は

減少し、その終了時には

卵

抜 I --""、

き"-< -----------、作 10ご~ -..ν一一一一一-
l 、，、、一、 一一べ〉一一引す"婁 1 ___________ 
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術
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関14 卵抜き作業中および締核手術後の杯品

体主主主査の変化

関15 実 験 宍 施 図

円ロ
ハィ
U

その時の対照1ifのほぼ性

に減量した。さらに、仕

立て作業の途上において

挿核した第 1~第 3 手術

詳の手術後の回復状況を

みると、実験併が対照群

に比較していづれも回復

が早かった。

1964千手7月 81]カミら 8

月27日まで行なった仕立

て作業および挿核千術に

ついての実験でも自iI記と

同様の結果が得られてい

る。実験は図15によって

行なわれた。 1群 l回に

401間体を測定し、それぞ

れについて粁品体重量の

平均値をとって、その動

向な示すと凶16のように

なった。これでみると、

実験群および実験手術群

は、ほほ同じ経過を辿り

ながら回復しており、こ

7日 12日 18日 27日
-0-ーベ〉一一ー0一一ー0

実験群

実験手術群

対照手術群



の粁晶体の動向から推定すると、挿核手術はそれほど大きく生理状態を引き下

げる要因になっていないと思われる。しかしー方において対照手術群の粁晶体

重量は手術の翌日に急激に減少し、すみやかに回復する兆候を示さず、対照群

の動向とは全く呉る勤きQ:示し、挿核手術の強い影響が推定される。

". 36 一一0一一実験群

----0----実験手術群

---t併一一対照群
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関16 仕立て作業および挿核手術後の粁晶体重量の変化
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6月

図17 春の仕立て作業および挿核手術後の粁品体重量の変化

仕立期間:1962年11月12日-1963年 4月26日 挿核手術:1963年 4月26日

- 39-



第 2章第2節実験 1、春に挿核する貝の仕立て作業-1において行なわれた

実験に際し、 1週間ないし10日ごとに杵晶体を 1群につき20個体から採取し、

その重量を測定した。その結果を平均値をもって図17に示す。これによってみ

ると、仕立て期間中の 4月2日から 4月26日までの聞に、 AおよびD群の粁晶

体重量は変化が少なく、 BおよびC群では急、激に増加していることがわかる。

また挿核手術後では、 D群が比較的安定な上斜線を辿って回復しているが、 A

I洋は 5日後まで急、 k持し、 10日後に低下するという不安定な状態がみられる。

その後は順調に回復している。 Bjt平li:A;Wfよりさらに不安定で増加と減少とが

交互に繰返される形をとり、またC群では手術後20日まで殆んど同じ状態が続

き、その後に僅かな上昇がみられたのみで、ある。

挿核手術後の回復の状態をみるために、各群の挿核時における粁品体重量を

1とし、他の測定値の比をとって図18に示した。これでみると、 D群の回復の

2 0 

十

一

一

十

1 8 

1 6 

1.4 

1 2 

1 0 

5月 2 16 27 _ _ 7 
6月'

図18 挿核時の粁晶体重量に対する挿核前後の重量の変化の割合

(挿核時の霊長を lとした場合)
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仕方が最も)1民調であり、 A群がそれに次ぎ、 B、C両群の回復の仕方が最も悪

いことが明らかである。

以上のように前年秋から春の挿核手術までの仕立て作業の方法の相違によっ

て、手術後の経過に明らかな相違があらわれている。生殖腺および真珠の品質

との関係を考えねばならないが、これは第11節論議に令おいて検討される。

第 2章第 2節実験 2、春に挿核する貝の仕立て作業-IIにおいて行なわれた

実験で得られた杵品体重量の変化について図19にそれを示した。

30 

体 20

粁

晶

重
量
(
略
)

10 

5 

3月16 4円 l 14 21 27 5月'1 10 16 23 30 

図19 春の仕立て作業と挿核手術後における粁晶体重量の変化

-O-K群(竹籍地活)一・-L群(金網龍地活) 仕立て期間:1963年11月1日-1964年4月27日

ーム-M群(竹青島筏吊) 挿核手術:1964年4月27日
一企-N群(金網籍筏吊)

挿核手術時における各群の粁品体の重量は、各群の仕立て作業の方法によっ

て明らかに相違が認められ、 K、L、M、N各群の)1匿に多くなっている。これ

ら各群の挿核手術後の粁品体重量の回復の状況は、まずK群が最も順調な回復

状況を示し、 1度も減少することなく手術後35日まで上昇を続けている。 L群

では手術後急激な上昇があった後、 10日目に急激に下がり、それ以降はほぼ順

調に (28日目に僅かに少なくなっているが)上昇している。 M群では手術後僅

かに増加した後15日目まで減量しつづ、け、その後回復がはじまっている。また

M群では手術直後から減少がはじまり、 10日目まで減少をつづけ、その後回復
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に向うが21日目から28日目まで 1時停滞し回復の仕方が順調ではなかった。

前述のように、これらの変動を挿核時の値を基準にして比較すると図20のよ

うになり、回復の相違が一層明らかである。これらの各群の回復状況と生殖膿

の状態あるいは翼珠の品質などとの関係については後述する。

第 2章第 2節実験 3、秋の仕立て作業と立珠の品質に関する実験において得ら

れた粁晶体重量の変化は図21のようであった。使用した貝の重量が非常に不揃

1.6 

1.4 

1. 2 

1.0 

4月 l

0.3 

"月
196 

一一-0一一 K 群

一一→・一一 L 群

14 21 10 16 23 

図20 持核時の粁晶体重量:に対する挿核前後の重蚤の変化の割合

(挿核i専の重量を1とした場合)

25 
11河
i日

11 15 " 

図21 秋の仕立て作業および持核手術後の粁晶体重量の変化

仕立て期間:10月四日.....11月1日 挿核手術 :11月1日
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いであったので、貝肉のうち問殻筋を除いた部分の重量に対する粁品体重量の

割合(%)をとって、比較を行なった。閉殻筋を除いた閉山は根拠があったわ

けではない。

13日間の仕立て作業によって杵晶体重量は対照鮮にくらべ減少しているが、

挿核手術後は 1週間にわたり増加し、その後は減少と増加を繰返しながら、水

温のド降に従って減少するものと考えられる。対照群は子A術後に急激な減少が

1週間にわたって起こり、その後僅かに増加した後、実験野より少い値のまま

実験鮮と平行して増減する形をとって推移した。

2) 考 察 仕立て作業によって粁品体重量は、一般にその進行と共に減少

して、その終了時には当初の重量あるいはその時の対照群の値の%ないし%に

減少する。しかし、その後正常な環境条件へ移すことによって、直ちに回復が

始まり、約20日(7月)後にはほぼ対照群の値に等しい水準に達する。このよ

うな粁晶体重量:の仕立て作業による減少は、粁晶体を形成する機能の低下によ

って生じたと考えられる。

挿核手術後の粁品体重量の回復状況については、 ヒ記の実験の全てに共通し

ていえることとして、挿核手術時のJ粁品体重量が仕立て作業によって減少した

状態、にある場合には、手術後の回復が順調で常に上向きの推移を示すが、仕立

て作業を行なわないか、それを行なっても充分に杵品体の重量が減少していな

い場合には、挿核手術後の回復状況が不安定に増減したり、あるいは横ばい状

態がみられるなど、順調な回復を示さない。 7月の実験では仕立て作業後に挿

核手術を行なった群が20日後に正常の値にまで戻っているにもかかわらず、仕

立て作業を経ずに手術を行なった群では術後40日以上の iヨ数を経でもなおかつ

回復しきれない状態が観察されている。また春の挿桜子術に際しては、手術時

の杵品体重量が重く、かつ挿核手術前に急激な増加がみられた群の手術後の回

復が最も不良であった。千術後20日頃まで杵品体重量の減少や停滞あるいは急

激な鴻減の振動がみられている。しかし、挿核手術時に比較的低い値を示して

いた群では手術後に順調な回復が起こっている。また、秋の仕立て作業によっ

ても、水温下降時はあまり明瞭な変化が観察できなかったが、 H:'!Lて作業後に

挿核を行なった群では手術後の回復はそれを行なわずに挿核した群にくらべて

阜く回復している。

このように、仕立て作業の有無あるいはその方法の強弱などによって、挿核

手術に対する態度を全く異にするのである。筆者は杵晶体重量を全身的な生班

活動の指標として使用してきたのであるが、仕立て作業や挿核手術に関するも

の以外の様々な要因に対しでも鋭敏に反応する指標であると考えている。この
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ように粁品体重量を生理状態の指標として考えた場合に、仕立て作業を行なっ

ていない正常な倒体に対して手術を行なった場合の回復の遅延は、環境条件の

上からは全く粁晶体の増量を抑制する要因が加えられていないのであるから、

これを挿核手術を原因として生起した病理的状態に依るものであると考えてよ

いと忠われる。逆に仕立て作業後に手術した場合には、前者と全く同じ器質的

損傷を加えたにもかかわらず，この手術は病理的状態をもたらせる原因になり

難いということになる。すなわち、挿核手術という貝にとって概めて大きな外

部から加えられる侵襲に対して、仕立て作業はその影響を最少限度に拘iえ得る

働きを有していると考えられる。

第 5節 閉殻筋の閉殻力

杵品体の重量によって貝の生理状態を把握するためには、多くの貝を殺さね

紙杭線歪計系統 00

動作ゲ戸ジ告目

¥ r ヂ~ヤ町一一一一づ余3

一一一一一一 I !! ;: I 

主主旦
アヨヤガイ

図22 抵抗線歪計および閉殻筋力の測定法
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ばならない点に問題があるので、生きたまま数量的におよその生理状態を知る

ことができる指標を得たいと考えた。実験に際して、仕立て作業の有無によっ

て貝を関口する場合の開口器にかかる力に相違があることに落日 L、このカを

数量的に表示する方法を考案した。この装置は図22のようなもので、抵抗線歪

計によって、貝殻の真珠層と夜柱!吾の境界に挟ませた金属板の湾曲による抵抗

線ゲージの電気抵抗の変化を測定して、間接的に閉殻筋の力を測定するもので

ある。 20)

1) 実験結果 と記の方法ーによって実験した閉殻筋の閉殻力に関する、 1960

年10月19日から11月30日までの仕立て作業および伸核手術後の経過は図23のよ

うであった。この掲合開殻筋の力l玄関殻筋 1タ当りのカをもって表示し、各群

とも10個体について測定しその平均債を示した。

k， 

閉
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g 
当11

の
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'"月
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一-<:ト一郎，m
-司dr--m(!1!l'-
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図23 仕立て作業および挿核手術後の閉殻筋力の変化

仕立て作業の期間 (10 月 19 日 ~11 月 1 日)において、仕立てを行なった群

(実験群)と普通の養殖を行なった群(対照静)の双方の債が共に減少してい

るのは、仕立て作業直前の貝掃除および選別など長時間の空中露出の影響であ

ると考えられるが、挿核手術 (11月1日)以後には仕立て作業の有無によって

開設筋力の動向に相違がみられ、仕立て作業を行なわないで挿核手術を行なっ

た群(対照群)は挿核手術後に急激な筋力の低ドが認められ、実験群とほぼ同

じ筋力に回復するために手術後約20日を要している。

196]年 5月26日から 7月3日まで行なった実験りでは、仕立て作業中の開設

筋力の変化が図24のようになった。この場合には仕立て作業の経過に従って開

設筋のカが減少することが明らかである。

閉殻筋の力をもって生理状態を生きたまま知ろうとするこの方法を実用化す
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るためには、水温との関係、貝殺および閉穀筋の量的関係とこの力との関係な

どについて詳細な実験を試みる必要があり、また器械の簡易化も望まれるが、

閉 kg

殻

筋

ク

フ
b. 

当

の
力0.5

!日

ーか対照群

+実験群
仕立で

ーーーーーーーーーー--0-ー---ーーーー四ーー-0..

20 

仕立て経過日獄

一、、、、
、、、、__---0

、、 --戸戸一

、::>---

29 3' 

図24 仕立て作業における閉殻筋力の変化

少が起こるのか明らかでない。

これらについて

は後日に譲るこ

ととする。

2) 考 察

開殻筋の力は仕

立て作業によっ

て、正常個体の

値の60%程度ま

で減少すること

が観察された

が、どのような

機構によって減

挿核手術後にも、仕立て作業主ピ経ない場合I'I閉殻筋の力が弱くなるが、仕立

て作業を行なって後に手術を行なった場合は回復が早くなると忠われる。前者

が後者と同じire[を示すようになるまでには、およそ 20Flを要していることか

ら、前節の粁品体重量などと同じような動向を示すのではないかと考えられ

る。

第 6節 酸素消費量

前述のように仕立て1'r二業は竹龍内に多量の貝を収容して行なうので、環境条

件の変化に対する適応など貝の生班活動上の変化が考えられる。そこで呼吸代

謝について酸素消費量を指標としてその変化を調べた。

1. 実験方法および結果

1)閉鎖式水槽による実験21) 

1964年10月5日に満 2年貝を竹寵へ 250個あて収容し.仕立て作業を開始し

た。 2日目、 4日目および 6日闘にこの龍の中からそれぞれ 5個体をとり、無

処理の対照貝 5個体も同時にとりりあげ、次に述べる水槽に入れて酸素消費量

を測定した。水槽は 2重になっており、外側の大水槽の中に6e容のガラス水

槽 2倒が入っている。大水槽には淡水を入れ、 25
0

Cに温度を調節した。中の

ガラス水槽には約 4eの海水が入り撹伴F~のスクリュクが取付けられている。

ガラス水槽の水量はナイフォンによって水柱の目盛で読む。貝を投入した後に
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水面を流動パラフインでおおい、測定を開始した。測定は 4時間日まで毎時採

取した水について、溶存酸素量をワインクラ一法によって測定した。

結果は表22の通りであった。 この表から対照群を 100とした場合の実験鮮に

おける酸素消費率(貝肉 1r;当り 4時間の消費率)を計算して表23を得た。図

25は実験開始後 4時間日までの対照、群および実験;若手(仕j人て作業を行なった

群)の酸素抱和度町三変化を比較したものである。

アコヤ貝の水糟内における酸素消費実験結果
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図25 水槽内における酸素飽和度の変化

2 3' 4 

また、図26はガラス水槽内の海水中の漆存酸素量と貝の酸素消費量との関係

を示したものである。

以上の実験結果から、仕立て作業を開始した当初は反動的に員の酸素消費に

冗進がおこるが、その後は酸素消費量が徐々に減退してゆくと推定された。

2) 流水式水槽による実験

1665年11月7日に満 2年貝を竹寵へ 230個あて収容し、仕立て作業を開始し

た。 11月13日、 24日、 12月7日にこのうちから各国について 30個体を採取し

て、;無処理の対照貝と対比しつつ酸素消費量を測定した。測定装置は図27のと
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おりである。実験条判:1cJ:水温25
0

C土0.2
0

C、流量毎分300ccとした。溶存酸素

量は、実験開始後 1時間ごとに人水口および仕立て作業中の貝を収容した水構

と対照貝を収容した水槽との11¥水口の 3カ所から採水し、ワインクラー法によ

ってit判定した。測定は12日行ない、終了後三ど開殻して肉重量を秤量した。

実験結果を表24および図28iと示し?と。

また、測定開始後 2時間円から11時間日まで10待問分の人7lく口と出水口にお

ける溶イ子般来最の廷でど合計し、その平均値から新鮮貝肉重量および乾燥肉重量

1 ij 1時間当りの酸素iT1iT量を推定し、表25に示した。

上記の結果から流水下における酸素消貸の状況は、季節的な変動をも考慮す

る必要があるが、胡エ只の閉鎖式水槽における実験値よりやや高い値を示してい

る。すなわち、閉鎖式で、は生肉重量 1f} 1時間当り約0.05ccであるが、流水式

では0.065~0. 079ccであった。実験が7_K.~jri 下降月iに行なわれたということもあ

って、 11月13仁l、24円および12月7[lの!llfjiこ対照群・実験貯ともに酸素消費量

が減少している。しかし、対照鮮と笑験済との比較では、閉鎖式水槽で得られ

た結果と同様に、やはり実験詳の酸素消岱呈が少ない結果が得られている。
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表24溶 存 酸 素 量 の 測 定結果

:;it;;tlz品

4.5 
lIR(対照群 2. 7 

口実験群 3. l 

2時間白から11 31. 5 46. 1 
時間目まで10時 16.8 14.7 26. 7 
聞の合計 20.4 11. 1 31. 6 

].7 
1.3 

1.8 
1.3 

46.9 
28.3 18.6 
32.5 I 13. 4 

※ 流量調節不良につき、測定値を除外する。
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図28 入水口および出水口における溶存:酸素:筆の変化

一口一入水口の溶存酸素量 -0一実験群水槽の出水口における溶存酸素量

一ム一 対照群水憾の出水口における溶存酸素霊

表25 仕立て作業の有無による酸素消費量の相違

11. 1 ( 11 ) 1. 59 
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13.4 ( 11 ) 
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3) 仕立て作業中の竹籍内における溶存酸素量21)

前述の 2項の実験によって、仕立て作業による貝の酸素消費量の減少が推定

されたのであるが、アコヤガイの酸素消費量に関して沢野22)は「溶存酸素量と

貝の酸素消費量とは正の相関を持つ iと述べ、森23)は「溶存酸素量がO.5cc/ f 

になるまでは、ほぼ酸素消費の割合が正常に行なわれ、それ以下になると急に

減少する」と述べている。筆者は仕立て作業における貝の酸素消費量の減少が

竹龍内の溶存酸素量の減少に基因するか否かを知るために、竹箆中の水を採っ

てその溶存酸素量を測定した。

1964年10月5日に満 2年貝を 250個あて竹龍内へ収容し、仕立て作業を開始

した。開始当日と 10月8日および10日t::-箆へ採水省'を装若し、装着後 6時間同

および22時間日に龍の内外の海水を採取して、そι;{容存酸素量をiWJ定した。そ

の結果を表26に示す。凶29は採水管袋清後 6時間日までの潮位の変動を示す。

表26 仕立作業に伴なう竹籍内酸素章一の変化

ハむ

口1
Hno 

阿川
円

U1
ム

22.4 I 23.9 

表26から、竹箆内のrifs水の溶存酸素量は、およそ外囲海水の溶存酸素量に比

例して増減するが、常に外聞海水よりも低い値を示すことがわかった。このこ

とから、箆内では海水の交流が比較的少ないこと、員は常に外聞海水の酸素飽

和度にくらべて低い飽和度の海水中に置かれていることなどが考えられる。な

お、 10月101=jの 6時間日における謹内の酸素飽和度が低いのは、閲29からみて

外囲海水と議内海水との間に特に水の交流が少なかったためて、あって、貝の酸

素消費量が多かったためではないと考えられる。
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実線-採水管セット後6時間の変動 点線・実験期間前後の変動
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4) 飢餓における酸素消費量の変化

仕立て作業によって、貝は飢餓に近い状態に置かれると考えられるので、人

為的に摂餌を阻害した場合に酸素消費量が変化するか否かを調べることとし

吋戸

j川」。

1966年 6月27日に満2年貝80個を水槽へ取り、エアーレーν3ンの配管の途

中にエーテノレを置き、その中を通過させた空気を徐々に水槽へ加て約 2時開放

置して、貝を麻酔した。これらの貝の殻を関口器で拡げ、上下e;)2枚の程緋を

その基部から切除した。切除:こは眼科用小ピンセットの先端な研ぎ刃をつけた

ものを用いた。これらの貝を合成繊維網寵へ収容後、筏へ垂下した。

6 月 29日に上記の貝40~図をとり、標識をつけ、同じ 2 年貝で上記の処理を行

なってない貝150個と混合し、竹龍へ収容後仕立て作業を開始した。(唇携の切

除を行なわない貝を実験群とし、それを切除したものを実験処理群と呼称す

る)。 一方、仕立て作業を行なわない貝をとり、 i前記の唇排を切除した貝の残

n
U
A
 

R
U
 



り40個とともに、筏へ垂下した(麿紳を切除した貝を対照処理群、切除してい

ない貝を単に対照群と呼称する)0 7月8日!と実験群および実験処理群の、ま

た同 9日に対照群および対照処理群の、それぞれ酸素消費量を測定した。

測定の方法は、のにおいて使用した測定水楠へ貝を 1群について30個体づっ

収容し、この水槽へ毎分 300ccの割合で、水を r~[ し、水槽の入水部およびl-H水部

から毎日七採水した。{史Jll海水は新鮮i:fu:水とし、エアレー乙/ョンおよび加熱 (25

OC 土 O.l
O

C) の過程守通つにソjぐらf水槽へ送り、ノkギ￥ r~ 出た水 l土拾てた。 j奔存

酸素はワインクラ一法によって定Eした。測定の凶'i&(~i実験開始核 1 吋 tl\J ごと

に8巨l行ない、はじめの 1[[c!は貝の馴化の状態をみる了1卦りとし、酸素消費量

の計算から除外した。

結果は表27および図3Q('C示す。また、表27の数値から冬tfの生|勾 1g 1時間

当りの素酸消費量および対照群を 100とした均合の酸素消費率を計算し、表28

i'C示す。

表27 飢餓および仕立て作業による酸素消費量の変化

一群~~B~ij~~時-----間~ l 2 3 4 5 6 7 8 合計※

入水口 ccU 4.47 4.52 4.53 4.47 4.61 4.51 4.61 4.60 31. 85 
7 

出 実験群 2.39 2.60 i 2.76 2.74 2. 74 2.86 2.85 2. 92 19.47 
月 7.k 

8 口 実験処理群 2.36 2.86 2.86 2.94 2.98 2、92 2.97 3.06 20.59 

日 入出の口宍験群 ccl:e 2.08 1. 92 1. 77 1.73 1.87 1.65 1. 76 1. 68 12.38 

水差i突験処理群 2. 11 1. 66 1. 67 1.53 1.63 1. 59 1. 64 1.54 11. 26 

入水口 ccl.e 4.61 4.50 4.51 4.47 4.47 4.46 4.50 4.55 i 31.46 
7 

3.13! 2.06 2. 13 2.15 2. 18 2. 16 2.18 2.25 15.11 
月 水

9 口 対照処理群 3..67 i 1.52 2.60 2.71 2.69 2.67 2.66 2.79 18.64 

日 2.38 2.32 2.29 I 2.30 2.32 2.30 16.35 
出の

水差対照処理群 0.941 1.98 1.91 1. 76 1. 78 i 1.79 1.84 1. 76 12.82 

※ 実験開始後2持関白から 8時間目までの合計
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|入・出氷1:1 平均Il時間の酸!生肉19H侍l対照群を100
群 別|における格 l (a) |素消費量 α|生肉重量;間当りの酸 jとした時の

|存酸素長の ¥U/ I ax流量0.31 索消費量 |酸素消費率 1

j 2設の合計 ccl ccl el.e I棚 x60lmml 9 I cc/ 9 /hJ %1 

1打 31部 463.7 0附 81.1 i 

28. 98 493. 4 O. 0587 69. 4 i 

494. 9 0.0847 100. 0 I 

467. 7 O. 0704 83. 1 I 

飢餓および仕立て作業による酸素消費量ーの変化

12.38 

表28

1. 61 11.26 

41. 94 

32.94 

2. 33 

1. 8:J 

16.35 

12.82 

以上の結果か

ら、仕立:て作業

によって長の駿

素消費量は対照

群の80%程度に

減少すること、

人為的に摂館を

阻害した場合

(対照処理群)

l士、1:1:iLて作業

を行なったもの

と同じ程度まで

般京消費量が減

少すること、し

かし、摂餌を阻

害した貝に対し

てf士なて作業を

行なった吻合

(実験処理府)

は、それ以 1:1こ

酸素消費量が減退することなどが推定される。 仕立て「ド業を行なっ

対照併にくらべれば僅少であるが、いくらかの飼料を摂取しており、その点で、

は全く摂餌できない実験処理訴の条件がJELく、おそらくそれが実験群よりも約

10%低いf肢を示す原因になっていると忠われる。また、摂餌不能のみがそこま

ーーーーも
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で酸素消費量を引き下げる要因であるならば、当然対照処理群も実験処理群と

同様句水準まで引き下げられる筈であるが、そこまで引き下げられていない。

従って、飢餓のみが貝の酸素消費量を引き下げる要因ではなく、他にも何かが

あると考えられる。勿論、この実験の範囲では、人為的に摂餌を阻害する処理

の中に器質的損傷が含まれてくるために、この実験における酸素消費量の減少

が摂餌不能のみによって惹き起こされたものであるとは云えないのであるが、

現在のところ器質的損傷と摂餌不能の両者を分離してそれぞれの酸素消費量を

云々できる資料を持っていない。しかし、飢餓が酸素消費量を減少させる一つ

の要因となっていることは認めてよいではなかろうか。

5) 低圧酸素と酸素消費量

仕立て作業中の竹寵内の溶存酸素量の減少が、貝の酸素消費量に影響を与え

ることも考えられるので、人為的に酸素不飴和の海水を作り、連続的に流して

貝の酸素消費'量の変化を調べた。

_". &ir pwap 

図31突験装置

A:酸素消費量測定水槽(対照群)， B: I司前(実験群)， C:穴水槽(貯水槽)， 
D:エアレ{シヨン水槽， E， F :加熱水槽， G:酸素吸収水槽， H:冷却ラシ

エータ-， 1:低混恒温器， J， K :出水口(流量調節)， L:ヒ戸タ-， M: 

携持器およびモーター， N:温度調節器， 0， P :電源およびリレ-， Q:循環

ポンプ， @:ストップメノレプ
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表29 低圧酸素海水中における貝の酸素消費量の変化

入・出水口におけ

日 時 経過時間
る溶存酸素量の差

日 時 経過時間る溶存酸素量ccの/差.e 
cc! .e 

実験群 i対照群 実験群|対照群

9月26日12時 1.01 9月28日01時

13 1 i 1.04 0.90 03 39 i 0.86 0.81 

14 2 ¥ O. t，5 0.94 05 41 1 O. 72 i 0.80 
15 3 I 0.68 O. 84 07 43 O. 80 I O. 84 

16 4 I 0.89 0.95 09 45 i O. 82 I O. 78 

17 5 i 0.80 0.94 11 47 I O. 78 I O. 79 

18 6 I 0.84 0.90 12 48 I O. 71 I O. 82 

19 7 0.81 0.83 13 49 I O. 75 I O. 87 

20 8 0.76 0.87 14 50 I O. 77 I o. 80 

21 9 0.93 0.90 15 51 O. 75 O. 73 

22 10 1， 0・881095 16 52 0.67 0.89 

23 17 53 1.02 O. 77 

24 12 1. 03 I 0.99 9月29日09時 69 0.92 0.83 

9月27日01時 13 I O. 98 I 0.85 10 70 O. 78 0.88 

02 14 0.89 0.82 11 71 0.87 0.88 

03 15 0.98 0.81 12 72 0.88 0.85 

04 16 0.92 O. 91 13 73 。町 77 0.88 

05 17 0.85 0.85 14 74 0.99 

回 18 0.98 0.93 15 75 0.58 0.92 

07 19 0.87 0，92 16 76 0.54 0.93 

08 20 0.86 0.90 17 77 0.67 O. (12 

09 21 0.86 0.80 9月初日09時 93 0.48 I 0.84 

10 22 0.92 0.88 10 94 0.74 0.84 

11 23 0.83 0.88 11 95 0.86 0.80 

12 24 0.92 0.88 12 96 0.97 0.83 

13 25 0.88 0.82 13 97 1.65 0.88 

15 27 0.83 0.83 14 0.86 

17 29 0.86 0.75 15 99 1.45 0.88 

19 31 0.89 16 100 I 1.40 

21 33 0.91 0.87 17 101 I 1. 20 0.86 

23 35 0.92 

実験は1966年 9月26日から30日まで行なった。実験に使用した装置は図31に

示した。測定水槽は 2)に用いた水槽を使用した。装置は 2つの水路にわけら

れている。すなわち、大水槽 (C)から流出した水はまずエアレ-i/ヨシ水槽

に入り、こ Lで2つにわけられる。 1方はそのまま加熱水槽へ流れ、 25
0

C土

O.lOCに調節され、毎分 400ccの流量で、測定水槽 (A)を流れた後に排出され

る。他方はエアレー乙/ヨ γ水槽から酸素吸収水槽 (G) (黒く塗った60fポヲ

一回一



エチレシ水槽)へ入り、この容器内の海藻中を通過して加熱水槽 (F)へ入

札測定水槽 (B)を流れτ排出されるq 酸素吸収水槽内には海藻が投入され

るが、水温が高い場合には酸素を吸収する能力が落ちるので、この水槽から毎

分f)gの割合で恒温槽内のラジエーターへ水を流し温度を150Cから180Cの範

囲に調節した。海藻としてアオサが最も酸素を多量に吸収するが、季節的に充

分な量が得られなかったので、主としてホンダワラを使用した。実験中にi容存
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図32低圧酸素海水中における貝の酸素消費量の変化
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酸素量を増減させるために、海藻の量を増減した。溶存酸素の定量にはクイン

クラ一法を用い、毎時間ごとに、あるいは 2時間ごとにAおよびBの測定水槽

の入水ローおよび出水口の採水管から採取した水について測定を行なった。測定

水槽Aの貝 (30個体)を対照、群とし、 Bの貝を実験群と呼称する。

実験結果 測定の結果と、実験中の海藻の増減などについて表29および図32

に示した。また、 9月26日午前10時から28日午後5昨冬で53時間の結果から実

験・対照両群の酸素消費量を求め表30に示す。

表30 実験開始後53時間までの結果から得た生肉 19 1 持

間当りの酸素消費量

1_ orl I 心停去最|平均|会話匙宅住肉重量1 諮問長 I~宅忠明
(群別|存酸素量の (a)，J ;;ry流量04l l素消費量 |の酸素消費
I J差の合計 ccJ ccl fJ P Immx60mm' 9 J ~ccl 9 IhJ 

円建験群 32.69 I o.田 21.12 今 459.2 I '0. 0460 106: 0 

げす照群 32.07 I 0.87 I 20. 88 I 481. 7 I O. 0433 J 10臥3

表30からみると、生肉 191時間当りの酸素消費量は、実験・対照両群とも

にほとんど相違がなく、むしろ実験群の酸素消費量がやや多くなっている。し

かし、実験開始後に実験群へ供給する水の溶存酸素量を減少させていっている

ので、この期聞を除いて溶存酸素量が対照群の約見程度で安定した時期のみを

とって比較すると、表31のようになる。すなわち、この場合でも実験群の酸素

消費量が多いという結果になっており、これらの結果のみから判断すれば、溶

存酸素量が正常の弘程度まで減少しでも、酸素消費量がそのために減退するこ

とはないと考えられる。

表31 実験開始後13時間目から34時間目までの結果から得

た生肉 19 1時閣当りの酸素消費量

-60一

110.0 

100.。



実験開始後69時間自に、酸素吸収水槽中の海藻の量を多くして、溶存酸素量

を約lcc/，eまで減少させたところ、酸素消費量の減退がみられた。すちわち、

表32のようになり、溶存酸素量が1.] 5cc/ ，eに減少した時から酸素消費量が減

退しはじめた。 76時間目以降は貝の努死をおそれたために溶存酸素量を増加さ

せたので、溶存酸素量がo.85cc/，e以下の場合の酸素消費量の減退については

不明である。
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実験開始後93時間目に、酸素吸収槽中の海藻を全部除き、徐々に溶存酸素量

を増加させたところ、 4 酸素消費量が次第に多くなった。さらに96時間自に急激

に新鮮海水(対照群の水槽へ供給している水と同じ)を注入したところ、酸素

-6lー



消費量の増加がみられた。 101時間自には大体実験開始時の酸素消費量に近い

値を示した。これらの推移を表33に示す。

以上の結果を実験群のみについてみれば、溶存酸素量と員の酸素消費量の間

には何かの関係があるように思われる。そこで、入水口部の溶存酸素量を横軸

?と、入水口部と出水口部との溶存酸素量の差(貝30個体の酸素消費量)を縦軸

にとって、実験群について得られた数値を入れてみた。それを図33に示す。各

点の傍に書いた数字は実験開始後の時聞を示し、これらの点を時間の経過に従

って線で結んだ。この図からみると、溶存酸素量が4ccl.e以上の場合は酸素消
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図33 溶存酸素量と貝の酸素消費量の関係
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費量が大きく、逆に溶存酸素量が1.5cc/ e以下になった場合は酸素消費量が急

激に減退し、両者の中間の溶存酸素量では酸素消費量がほぼ一定の範囲内で変

動するように思われた。

しかし、この結果から溶存酸素量と貝の酸素消費量との間に何らかの関係が

あると考えることはできない。その理由の第1は、対照、群において得られた結

果が実験群で得られた結果と無関係のようにみえるからである。すなわち、表

30、31でみられるように、対照群では入水口部における洛存酸素量が常に多い

にも拘らず、その消費量は実験群にくらべて低い値を示している。従って、実

験群の溶存酸素量と酸素消費との関係は、対照、群に適用し得ないのである。第

2の理由は、溶存酸素量2.6cc/ e以上、あるいは1.5cc/ e以下における測定回

数が少ないことである。今回の実験が、ほぼ一定の低い酸素飽和度海水に員を

畏期にわたり飼育した場合iに酸素消費量がどう変るか、という点に主眼を置い

たために、このような実験上の不足をまねいた。数回にわたり溶存薮素量を変

化させる案験を行なう必要がある。理由の 3番目として、本実験における生肉

1 9 1時間当りの酸素消費量l弘、実験・対照両群ともに今まで行なってきた酸

素消費量に関する他の実験結果にくらべて、かなり低い値を示している。その

原因は明瞭でないが、その 1つに生肉重量を挙け、ることができょう。貝の肉質

に含まれる水分量は季節的にも生理的状況によっても変動がかなり大きい。ま

た、測定の際に軟体部から流出する血液・粘液などの量も常に一定‘ではなく、

測定値が正確であるとはいえない。筆者はこのようなことから、今後の実験に

おいては水分による誤差を少なくするために、乾燥重量を採用したいと考えて

いる。

上記の理由から、この実験においては確定的なことが何も云えないが、この

種の実験を重ねれば、魚類等においてみられるように、貝の酸素消費量に対応

する溶存酸素量の criticalpointあるいは thresholdconcentration を見出

すことができるであろう。

6) 考 察酸素消費量に関する]二記の実験結果では、仕立て作業によって

貝の酸素消費量は確かに減退することが明らかである。その減少が何によって

惹き起こされるかは、飢餓、低圧酸素量などが問題になるが、いまだ明石海では

ない。

仕立て作業による酸素消費量の減退は、貝の生涯活動の動向を考える上で極

めて重要な要素になると思われる。何故ならば酸素消費量の減退は内的な生理

活動の低下によってもたらされると考えられるからである。

日



第 7節 蛋白質および含水炭素の代謝

アコヤガイの血液成分が、生理的変動に際してどのように変化するかは、既

往の研究がない。筆者は仕立て作業および挿核手術などの処理を加えた場合に

おける血清中の蛋白質、非蛋白性窒素および乳酸の定量を行なった。一般に高

等動物の血清蛋白質の増加は、蛋白質問化作用の増大を、非蛋白性窒素の増加

は異化作用の増大を、また、血清乳酸量の増加は含水炭素の異化作用の増加

を、それぞれ示すとされている。アコヤガイの生理的変動を推察する手掛りを

得るためにも一応このような成分の変動を調べ、そこから貝の蛋白質および含

水炭素両代謝の動向を推察した。

，.実験方法

実験は1964年 7月8日から 8月27日まで図15(第3章第4節の実験実施図)

に従って行なった。すなわち、 7月8日に仕立て作業を開始し、 7月27日に同

作業を終り、その日に挿核手術を行なった。仕立て期間中は、 7月8日、 15日、

21日、 27日に材料の採取を行なった。挿核手術後は 7月28日、 8月3日、 7日、

12日、 18日、 27日に材料を採取した。一方、全く仕立て作業を行なわない対照

群をとり、上記と同様に挿核手ふほおよび材料の採取を行なった。各群の呼称、"'1
次の通りである。仕立て作業を行ない、挿核手術てと行なわずに普通の養殖方法

に移した群を実験群と呼称し、 j市核手術を行なった群を実験手術群と呼んだ。

また、仕立て作業および挿核手術を行なわないで、終始普通の養嫡方法で養殖

した群を対照群、挿核手術を行なった群を対照手術群とそれぞれ呼称した。

各群の材料を採取するに当っては、 1回の採取に40個体をとり、各個体の心

臓から注射器をもって血液を約O.2ccづ、つ取り、 40個体分をプーノレし、遠心し

た後にその血清を-200Cで凍結して分析を行なう時まで保存した。

血清蛋白質の定量にはビューレット法を用い、 330mμで比色した。 1回に

2.0ccの血清を用い、これに次に述べる非蛋白性窒素を定量する場合に用いる

除蛋白剤を加えて遠心し、沈澱をビューレット反応、に用い、上清を非蛋白性窒

素の定量に用いた。蛋白質の基準液には、同じ方法で得られた血清蛋白質を%

飽和炭酸ソーダに溶解し、その一定量をとってミクロケノレダーノレ法によってN

量を測定した液を用いた。

非蛋白性窒酸は RAPPAPORTの方法24)によった。上記。蛋白質および非蛋

白性窒素の定量に当つては、貝の血液中に両者の量が人血に比して僅少の割合

にしか含まれていないので、 1回の測定に使用する血液量を人血の場合の10倍

量とし、それに応じて除蛋白剤の量を予備実験によって決定した。すなわち、

除蛋白剤によって沈澱した蛋白質量および上清中の非蛋白性窒素量が最大の値

を示す血液と除蛋白剤量の割合は 2: 1であった。
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血清乳酸量i土石井の方法25)によった。但し、予備実験によって石井の方法にお

ける除糖処理の必要がないことがわかったので(アコヤガイの場合)、 これを

省略した。また、除蛋白剤は20%トリクロノレ酷酸を用い、血清との量比を 1:1 

とするのが最もよいことがわかった。更に加熱時聞は原法の 5分間を10分聞に

修正した。これは発色濃度を最大にするためである。基準液には乳酸リチワム

を使用した。比色は島津製QB-50光電分光光度計によった。測定には565mμ

を使用した。

2，実験結果

1 )血清蛋白質量蛋白質量の変動は図34のようであった。すなわち、次に

述べるような動向が観察された。まず、蛋白質量と水温との関係を調べるため

に実験群および対照群の値について計算した結果、蛋白質量と水温との聞には

正の相関関係が認められた (r=O，559， n =17-2)。 しかし、さらに多くの資

料について検討する必要があるが、 270

C以上の対照群の値からみて、蛋白質

量と水温との上記の関係は、 270C以上の水温において崩れるのではないかと

思われる。
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図34 血清蛋白質量の変動
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対照群の蛋白質量は、実験開始後水温の下降に従って減少している。それ以

外に、おそらく実験開始時の作業の影響(空中への露出、寵の入換えなど)も

加わっていると忠われるが、水温以外の要因については検討していない。

実験群も対照群と同様の減少を示しているが、仕立て作業の終了時の値は対

照群の約80%まで減少した。その後、普通の養殖方法に戻してからは、約2週

間でほぼ対照群の水準まで回復した。

実験手術群および対照手術群の変化は著しく、手術直後に蛋白質の著しい減

少が起こり、約 1週間にわたり低い値を示した。それ以降の両群の動向にはか

なりの相違が生じ、実験手術訴が 1ヶ月後にほぼ対照群の水準にまで回復した

のに反し、対照手術群では10日後までに対照群の%程度の値まで回復したが、

それ以降実験終了時まで同様の値に止まった。

対照群の値を基準にして、各詳の動向をみると図35のようになる。

一一-<)-一一実験群

ー-<)--竺実験手術群
一一→・一一対照群

ーベーー一対照手術群

ノ!子'-- - ~ 
1 0ザιで?一一==- 主 主 . . 7 ← ---.・/- ......... 弓-------・

-.......___' -lγ -- c プ 心

8 0卜 1
_-.0-

i: 『 '/，u'

6 0ト A F-4 ¥
;¥/¥¥，J J ' .  

〆γ 司~--
4 0ト l、、‘J

レー4
2 0 
7月 B 15 21 2728 8月 3 12 18 

図35 対照群を基準にした時の各群の血清蛋白質量の指数

27 

2) 血清非蛋白性窒素量、血清中の非蛋白性窒素量は図36のように変動し

た。まず、水温と「問には対照群について負の相関関係が認められた (r=

0.818， n口 9-2)が、他の群ではこの関係が崩れていると忠われた。 27
0

C以

上の水温における両者の関係については、血清蛋白質量と同様に検討される必

要がある。

実験群の非蛋白性窒素量は、仕立て作業の間は対照群より常に少ない値を示

すが、その終了後は対照群の値のまわりを振動するような形をとる。実験終了
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時の値は対照、群よりもかなり大きかった。仕立て作業の影響と間接的に水温の

影響が考えられるが、対照、群の水準まで戻るために要する期間について、今後

追及される必要がある。

実験手術群は手術後 1週間からその値がーたん増加したが、ほぼ20日後に実

験群の値へ近ずいた。

対照手術群は、他の 3群にくらべ極めで激しぐ変動し、手術直後の急激な低 v

下とそれに続く異常な増加が観察された。

対照群の値を基準として各群の動向をみると図37のようになる。血清中の蛋

白質量と非蛋白性窒素量との関係をみると、 4群全体ではr=-0. 334 (n =29-

2)、また、対照群のみでは r= -0. 632 (n = 9-2)とそれぞれ有意の負の相関

関係が認められる。

3) 血清乳酸量 血清乳酸量の勤向を図38に示す。同図の下段は粁晶体の重

量の変化を示す(両者の関係については後述する)。
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乳酸量と水温との聞には相関が認められなかった。実験群の乳酸量は仕立て

作業によって対照群より低い値になるが、その終了後は一時的に減少あるいは

増加がみられ、実験終了時には対照群よりやや大きい値をもっで、ほぼ対照、群

と同じ動向を示すようになった。

実験手術群および対照手術群は手術直後に乳酸量の増加がみられる。実験手

術群はその後10ff'自に実験群あるいは対照、群とよく似た値および推移を示すよ

うになったが、対照手術君事は常に他の 3群よりも高い値を示し?と。

対照群・を基準にした場合の動向は図39のようである。

粁品体の重量の変動については、第3章第4節 (37頁上段)に述べた。この

杵晶体の動向と血清乳酸量との聞には負の相関関係が認められる (r= 0.451， ， 

n=29-2)。
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図39 対照群を基準にした時の各群の血清乳酸量の指数

3. 考察

以上の実験結果にもとずいて、仕立て作業および挿核手術が蛋白質および含

水炭素両代謝活動に与える影響を考察すると次のようなことが考えられる。

まず、蛋白質代謝の傾向を推定するために、非蛋白性窒素量を蛋白質量で除

した値をとり、比較すると図40のようになった。両者の関係から、そこに得ら

れた数値が大であるほど蛋白質の同化作用と異化作用の均衡が相対的に異化へ

偏っていることを示している。

含水炭素代謝については血清乳酸量をもって同代謝の異化作用の強さを推定

する指標としたが、同化作用に関しては一般に血糖値が指標とされている。し

かし、アコヤガ千血清には血糖値として測られてくる還元性の物質出存在して

も、真正血糖がほとんどあるいは全く無いので、含水炭素分解酵素を多量に含
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む粁晶体の重量をもって、その指標とすることとした。実験わ結果によれば血

清乳酸量と粁品体の重量と司了間には、蛋白質と非蛋白性窒素との関係と同様

に、負の相関関係が認められるので、代謝の傾向を見出すための指標となると

考えられる。そこで、蛋白質代謝の場合と同様に血清乳酸量を粁晶体重量で除
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した値をとり、これによって含水炭素代謝における同化作用と異化作用の均衡

状態を推定することとした。それを図41に示す。この場合でも上記の値が大き

いほど異化作用への偏りが大きいと見なされる。

まず、対照群の蛋白質代謝では、数値が0.2ないし0.4の範囲にあったO およ

そこの程度の値が、蛋白質代謝の上で同化および異化作用の均衡がとれている

状態であると見なされる。

対照群の含水炭素代謝で、は、数値の変動が比較的大きいが、これが何によっ

て支配されているか明らかでない。数値は0.004ないし0.008の範囲で変動して

いる。一応この範囲がこの時期における正常な値であると考えられる。

実験群についてみると、仕立て作業によって蛋白質代謝がとくに異化へ偏る

ことはなく、均衡が対照群と同様に保たれていると考えられるが、その強さは

関34、36から明らかなように、蛋白質量、非蛋白性翠素量ともに減少しているこ

とから、代謝の水準が低くなっていると考えられる。含水炭素代謝では仕立て

作業の影響が観察されるが、これは図38から明らかなように、とくに異化作用

が増強されたためではなく、同化作用の減少が異化作用の減少よりも大きくな

ったために生じた見掛け上の異化への舗りとみなされる。実際には乳酸量が対

照群のそれより減少していて蛋白質代議?と同様に代謝の水準は対照群よりも低

くなっている。しかし、この図から仕立て作業によって含水炭素が主として消

費されると思われる。

仕立て作業後の実験群の動向は、蛋白質代謝では対照群とほとんど同じ傾向

を示し、含水炭素代謝では 1週間以内に対照群とほぼ同じ水準まで戻るが、粁

晶体の重量が急、に増加しないことから、異化の傾向がやや強くあらわれてい

る。

実験手術11平における動向は、蛋白質代謝と含水炭素代謝が共に異化の増大を

示しているO 蛋白質代詩jでは手術直後の蛋白質の激減が臭化への偏りとして示

されているが、以後その減少は次第に少なくなり、手術後約20日で実験群ある

いは対照群と同じ水準にまでその均衡をとり戻している。含水炭素代謝でも粁

晶体の増量に従って、手術後10日で実験群と同じ水準まで回復し、均衡の崩れ

は大きくないと忠われた。

対照手術群の場合は、蛋白質および含水炭素両代謝共に異化作用の増強と同

化作用の停滞および減少によって、巽化への偏りが他の 3群にくらべ、かなり

大きくみられる。しかも、 i両代謝共に手術後 1カ月を経過しても異化作用の減

少がみ、られず、大きく代謝の不均衡が生じたと推定される。

以上の実験手術騨および対照手術群の動向から挿核手術そのものの影響と
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して考えられる変動は、蛋白質量・非蛋白性窒素量ともに手術後10日までに、

乳酸量と粁晶体重量!'c:-ついてもほぼ10日までに起こっており、この聞において

は両群とも同じような変動の仕方をしていることが観察される。しかし、その

後における動きに両部η聞に相違があり、実験群、すなわち仕立て作業によっ

て代謝活動が異化!と同}化の均衡を保ったまま低減した状態に置かれた貝では、

手術後10日ないし20日に正常の均衡状態あるいは代謝の水準にまで回復するに

もかかわらず、正常な代謝活動を営んでいた貝では、手術後10日以降ば代謝活

動が大きく異化の方向へ傾き、均衡が崩れて回復が長びくことが観察された。

このように、生体に対して同じ強さの器質的損傷(挿核手術〕を与えても、

その時の生体の代謝活動の在り方によって、術後の代語、jの均衡に相違があらわ

れている。すなわち、仕立て作業は挿核手術に起因する代謝活動の異化への偏

向を正常な均衡状態へ引き戻す役割を果していると考えられ、一方、正常な代

謝活動を営む個体にとって、挿核手術は異化を潟大さぜ代謝活動の均衡失調か

ら病理的状態、へ移行させる大きな刺戟となることが考えられる。

第 8節 中腸膿のフオスフアターゼ活性

仕立て作業および挿核手術によって、中腸腺内のブオスブアターゼ活性がど

のような変動を示すかについて調べたっ人体の疾病ではこの酵素の活性度の変

化が臨床上重要な意義を持っていることが知られている。

員の中腸腺のプオスプアターゼについては研究事例があるが、諸種の生理的

変動に際してそれがどのような動きを示すかについては調べられたことがない。

1 ) 実験方法 本酵素の活性度を測定する方法としては、ブェニノレ燐酸エス

テノレ法を用いた。組織のホモヂネートを、ブェニノレ燐駿2ナトリクム塩と、一

定のpH緩衝液とからなる基質液に加え、 3rcに一定時間置いた後、 Folin-

Ciocalteuのプェノーjレ試薬を加えて除蛋白する。この上清へ炭酸ソーダ液を

加えてアルカリ性にするとブェノーノレにより青色合呈する。これを光電分光光

度計で測定して、酵素によって分解された燐竣ブェノーノレスエスデノレの量を知

ることができる。

実験試料は、 1964年7月 8日から 7月27日まで仕立て作業を行ない、、同日挿

核手術をした後、 8月27日までに得られたものである、(第3章第 7節の図15の

実験実施図に従って得られた試料である)。 実験材料は採血および粁晶体採取

後-200Cで凍結し、分析に供するまで保存した。中腸腺のホモヂネート('1次

のように調製した。凍結貝肉20個 体 (1群 1回の採取個数)からOOCのもとで

中腸腺を切り出してプーノレし、これを裏漉しした後に秤量し、これに同重量の

海水(自浄海水を漉過後一度煮沸して冷却保存した海水)を加え、これをPotter
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-Elvehjemのガラスホモヂナイザーで磨砕した。測定に際しては、さらにそ

の19をとって上記の海水で20m!!に稀釈した液を作り、その O.lmfを測定に用

いた(原組織の2.5巧に相当する)。

酵素の活性度を表示するのに、アルカリ性燐酸酵素についてはKing-Arm-

strong単位を、酸性燐酸酵素ではGutman単位を使用したo King-Armstrong 

アルカリ性酵素単位は IpH10、370C、15分間に血清 100m!!により基準フェニ

ノレ燐酸塩 緩衝炭酸塩混合液から遊献するブェノーノレのmr;数」をもって示し、

Gutman酸性酵素単位は IpH5、370C、60分間に血清100mtによって基準ブェ

ニノレ燐酸一緩衝クエン酸混合液から遊離するブェノーノレの勾数」をもって示す

ことになっている。血清の場合は測定にその 0.1m!!を使い、結果は上記のよう

に100m!!によって遊離されるブェノーノレ量をもってあらわすが、この実験で使

用したホモヂネートのO.lm!中の原組織量は 2.5111{!であるから、その 100m!の中

には 2.59の原組織を含むことになる。すなわち、上記の単位はこの実験に限

り、 2.59の原組織によって遊離されるフェノールの時数をもってあらわすこ

とになる。また、酸性酵素は特に活性度が高いので、反応時間を60分としない

で15分とし、測定値を 4倍した値をとった。なお、反応に用いた恒温水槽は37

。C土O.l
O
Cに調節し、また比色はベツクマン型光'竜分光光度計の 610mμを用

いた。

2) 実験結果および考察 測定の結果は図42および43に示した。アルカリ性

ブオスブアターゼにおける各群の動向をみると、実験群では仕立て作業の終了

時 (7月27日)における活性度が、対照群の%程度まで減少すること、挿核手

100 ーベ〉ー実験群
一-0・・実験手術群
--<・一対照群
-・一対照手栂群

(
単
位
)

ア
ル
カ
リ
性
フ
オ
ス
フ
ア
タ
l
ゼ
活
性

7月8 21 2728 8月3 12 27 

図42 アノレカリ性フオスフアタ戸ゼ活性度の変化

(仕立て期間7月8日-27日、挿核手術7月27日)
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;;(¥¥V/ 

200 

7月 8 21 272 B B月 3 12 

図的酸性アオス 77fJ-ゼ活性の変化

(仕立て期間7月8日~挿核手術7月27日)

27 

術直後に対照手術群の低下と実験手術群のj二昇がみられること、その後におけ

る各群の値はほとんど差がみられないこと、とくに対照手術群と実験手術群の

二つは非常によく似た経過を示していることなどがわかった。

また、酸性フオスブアターセに関する各群の動向では、アルカリ性ブオスブ

アターゼにくらべて変動が大きいこと、仕立て作業によって漸次活性度が低下

すること(実験群)、 挿核手術直後では対照子術群の僅かな低下および実験手

術君事の急激な上昇がみられること、対照手術群と実験手術群とはほぼ平行して

変動するが、その差は次第に聞き実験手術群の値が低くなること、仕立て作業

終了後に実験群の値が対照群の値とほぼ等しくなるには約 1カ月以上かかると

推定されることなどがわかった。しかし、対照群の両フオスブアターゼの活性

度の変動が何によって起こるかは、その要因についての基礎的な研究がないの

で不明であるO また、挿核手術以降の変動に関しても、それぞれ 4群の示した

動向を説明し得るものは何もないo iこだ、この実験結果でいえることは、仕立

て作業によってプオスブアターゼの活性度が低下すること、仕立て作業から普
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通の養殖方法へ移した場合には、挿核手術の有無にかかわらずブオスブアター

ゼの活性度はかなり高くなり、とくにアルカ Y性プオスブアターゼは約 1週間

後に対照群の値とほ点同じ水v準入庚志こ正、挿核手術はブオスブアターゼに対

し、仕立て作業ほどの強い影響を与えないことなどである。

第 9節 中腸腺のポルフイリン体

貝の生理状態を調べるために、筆者はこれまで述べてきたような諸穫の生理

的指標を検討してきたが、それ以外に個体の組織の活性状態を直接に反映する

ものとして呼吸酵素を採り上げ、藤谷26)の研究を参考として、アコヤガイに

つい、てその定量を試みた。しかしィ肉組織の磨砕についての粒度と条件、生成

されたブオノレマザンの抽出方法と条件、抽出に際しての中腸腺内脂質及び黄

色々素の妨害など諸種の問題に遭遇し、明確な定量値を得ることが極めて困難

であった。そこで呼吸酵素の活性に密接な関係を持つとされているポルブイリ

ンの定量に着目した。

ポノレブイリンは一般に知られているように、チトクローム、カタラーゼ、パ

ーオキνダーゼ、ワーノレプソレグ呼吸酵素群の補欠分子団(活性諜)として存在し

ている。これについて神前27)は次のように述べている。「ポノレブイリンが多く

存在する場所はミトコシドリア及び神経髄鞘などであって、ミトゴンドリアの

中では金属ポノレブイリンが秩序をもって配列されたスブイシゴミエリンにイオ

シ結合で結びつき、呼吸酵素としての役割を果しているが、この結びつきはス

フイシゴミエリン分子の変化あるいは周囲に出入する遊離分子の影響を受けて

絶えず変化するので、呼吸酵素の作用ひいては細胞の働きもそれに従って変

る。すなわち細胞内ポノレブイリン体重は、測定時における呼吸酵素群の細胞内

にあ J 、メままのー断聞を表わし、従って細胞機能の極めて優れた指標になる」

と。このような考え方から筆者はアコヤガイの仕立て作業及び挿核手術後にお

ける中腸腺内のポノレブイリン体量を測定した。 28)

1)実験方法 実験には満2年生の貝を使用し、 1963年 9月18日に貝を実験

群及び対照群の 2群にわけ、実験群は竹寵に 200個体づっ収容し仕立て作業を

開始した。対照群は合繊ネット寵t'C:6例国づっ収容し、普通の養殖方法で養殖し

た。実験群について13日聞の仕立て作業を終了した後に、この実験群及び対照

群をそれぞれ更に 2群にわけ、各 1群に対して10月 1日に挿核手術を行なっ

た。これらの群をそれぞれ実験手術群及び対照手術群と呼び、手術を受けなか

った群は引きつづき実験群及び対照群と呼称した。実験群、実験手術群及び対

照手術群は挿核時 (10月1日、以降に対照群と全く同じ養殖方法によって養殖
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された。実験の経過と試料の採取日程を図44に示す。

仕立開始後経過臼数
(9 月 18 日 ~30日) 持核手術後経過日数

(10胃!日 r y22 B) 

6 13日 ;:> 5 8 11 14 17 22日

(吋手術)

þ"~R~íl\Ítl-..一十--.......---.....---.......ー・..6.--__'"

、、，，前m，f
 

三」、核，
、与
@
i

、
J
、，，，‘、
、、

、

図44突験概要図(丸および三角の時点で試料を採取した)

各群の 1回の材料採取個数('ilO個体で、この中腸腺を切り出して秤量後、神

前の方法29)に従って試料 19に対し30IJ jdl KOHの 0.5mCを加え、 2時間i弗

騰浴で加熱した後に冷却し、ポノレブイリン体の抽出・測定に供するまで保存し

た。ポノレブイリン体の抽出は同じく神前の方法を用いた。 まず、試料を 2分

し、金属ポノレフイリシを含む全ポノレブイリシ体は、蟻酸及び還元鉄を加えた後

にエーテノレを加えて抽出し、遊離のポノレブイリン体は酷酸・エーテノレ混合液で

抽出を行ない、両者ともにそれぞれ水洗して噂懐あるいは酷酸を除去した後

に、ポノレブイリシ体を5.09jdl HClに移行させ、これを609jdl NaOHで中

和後、更に酷酸・エーテノレ混合液で再拍出、 HClに再移行させ、この液を盤光

比色したn 金属ポノレプイシ体量は全ポノレブイリシ体量と遊離のポノレブイリン体

量の差から求めた。盛光の比色は200w超高圧水銀灯を光源とし、 Bowenのプ

イノレターを通した4050Aの輝線を用いて、プロトポノレブイリンの5.09 j dlHCl 

溶液を基準液として行なった(図45)。

。
8 

図45 ~豊光比色装置略国

A:超高圧水銀灯 B 反射鏡，

C:石英レンズ， D 液槽ブイ

/レタ戸…Bowenによる， E 隔

壁および鏡 F.H:同濃度標

準液管， G:試料液管， 1 : U 

V-397イノレ5'-， J: Y-l 
7イ JレF 戸
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神前によれば、本法で測定できるポノレブイリシ体は、酷酸エーテノレ混合液に

溶け、エーテノレから 5.0r; jdl HClに容易に移行するもので水・酸・アノレカリ

で容易に分解する不安定な金属ポノレブイリンもこの中に含まれる。また、本法

で測定できる金属ポノレブイリン体というのは、蟻酸及び鉄を加えて還元させた

ために増えてくる前記の性質のもので、比較的安定な、水・酸・アルカリなど

で処理しても容易に分解されない形で金属、と結びついているポノレフイリシ体で

ある。本実験でポノレブイリ γ体と呼ぶものは金属ポノレブイリンを含めた全ポノレ

フイリン体のことである。

2) 実験結果 仕立て作業開始時 (9月18日)から挿核手術後22日 (10月22

日)までの中腸腺内のポノレブイリシ体量の動向を表34、図46及び47に示した。
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図46 仕立て作業によるポノレアイリン体の変動(破線)
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23 

24，5 

22 

24.0 

21 

仕立て作業中のポノレブイリン体の動向をみると、最初の 6日間で対照群の値

にくらべ実験群は約弘まで低下し、 13日目には対照群の値が著しく減少したに

も拘わらず、やはりその%程度に低下している。仕立て作業の影響であると考

えられる。対照群の値の変動が著しいが、その原因が何処にあるかは明らかで

ない。対照群の全試料 (10群)について水温及び比重との相関関係を調べた

が、有意の相関が得られなかった。このことについては、より詳細な基礎実験

が必要とされる。

挿核手術以降の動向を各群について図47に示した。対照群におけるポノレフイ

リン体量の動向は、水温及び比重の変動(図47の下段)に関連して動いている
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と考えら、れる

が、前述句、よう

にこの試料の範

囲では相関関係

が得られなかっ

た。対照群の金

属ポノレブイリン

体の低(破線)

は全ポノレブイリ

ン体量のおよそ

弘程度であっ

た。実験群の動

向をみると、 5

日目まで急激な

増加を示し、そ

の後においても

対照群より高い

値を示してい

る。挿核手術を

行なった対照手

術群では挿核後

に値が減少し、

その後回復に向

うが、対照群の

水準に戻るまで

に挿核後約2週

間を要した。実

験手術群は挿核

後に値が低下せ

ずに回復がはじ

まり、 5日目以

降は対照群より高い値を示している。

対照群の値を基準にして各群の値の比率を求めて図48に示Lた。前述のよう

に、実験群及び実験手術群の挿核手術以降のポノレブイリシ体量の増加を推定す
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ることができる。対照手術群の値における術後の低下、回復の運延が明らかで

ある。

2AJ 
-0-一実験 君手

一・一実験手術群 • ， 
， ， 
， ， 

--*一対照手{和群 ， ， 
， ， 

:50寸 r、 yv 
σ// 

， 
yv'4  

100ヨ
戸オ 日召 君干

50 

C6 13J2581114  

ー+仕立処理経過日数挿 ー→手術後経過日数
中京 一
手
i*I 

17 

図48対煎群のポノレフイリン体量(100%)に対する各群の比率の変動

22日

3) 考 察 仕立て作業中のボノレブイリン体量は、常に対照、群より少なく、

そのことから中腸腺における組織呼吸は仕立て作業によって減退すると考えら

れ、それは中腸腺組織の機能の低下を示していると思われる。

挿核手術後の各群のポノレプイリン体量の動向からみると、仕立て作業を行な

った群では挿核手術の有無にかかわらず、数日のうちに急激にポノレブイリン体

量の増加がみられ、対照群より多くなることから、仕立て作業後の組織呼吸は

非常に活滋になることが考えられ、生理的な冗進が起こると思われる。一方、

仕立て作業を経なL、群せはう三術後に組織、呼吸の急激な減退が起こると忠、われ、

中腸腺機能の長期にわたる低下が考えられる。

このように閉じ挿核手術という侵襲に対して、中腸腺の活動状態は仕立て作

業の有無によって大きな相違を示している。こ与に仕立て作業の効果が認めら

れよう。
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第10節 真珠袋組織の形態と初期分泌機能の変化

f中核手術において移植された外姿政片が、その上皮組織をもって真珠袋を形

成した後、真珠居を分泌形成しはじめるまでの聞に、細胞の形態を変化させて

いくこと、および形態の変化!と伴なって初期分泌機能も変化することが明らか

にされてている30)。すなわち、真珠袋が形成された時の真珠袋上皮細胞の形

態は円柱状を呈し、有機質陪(殻皮陪ともいわれる蛋肉質を主体とする無構造

の府)が形成される(図49-1)c 次にその上皮*111胞は ¥'lブj状に変り稜n周を

形成するようになる (阿49-2)。 厄-後[乙上皮制11胞はi市平状の形態になって冥y

珠附の形成がなされるようになる (同49-3)。

.pe 町一一一'.司阿

•• 
PL-pf- w  

九-.__..ナ

bJ謡ぷ三;
瞬 謹生長話基受章三
?『じき恐~~パ
~ ... 勘_GIl岬，.-"， .....ぞ

~珠袋組織の上皮細胞の形滋 (n1rヂ1:));(図)

1.円位上皮組織 p:上皮，Pe:有機質問 x7∞ 
2.立方上皮組織 P・上皮.PI:後住貿庖 ×広)()

3.周平上皮組織 p:上皮. Pr 共事~質府 X4印

一般にはこのようなー述の変化1"1母貝の状態!こかミかわりなく起こると与えら

れてきたが、 11者は仕立て作業を経ずに挿核手術を行なった場合!と有機質珠の

生産が極めて多いことから、その原因を~るためにー述の実験を試みた。

1)実験方法および結果 1960年 7月・!と行なった挿絞手術 (第2章第 lW実

験 1)の後、 20日、 30日および40日関!と採取した組織標本を観祭し、一連の柾

立て作業後に押核手術を行なった実験i洋と、正常似体!と押核乎術を行なった対

照鮮の 2 群について 、 ~珠袋上皮細胞の形態とその時!と分泌形成されていた層

の租類を調べ、その結果を図50に示した。

上皮細胞の形態の上からは、実験併では手術j後20円で同"f.上皮を有する個体
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が認められ、 40日後には全体の30%が扇平上皮のみを有する個体であった。対

照群では扇平上皮の出現時期が遅れ、 40日後においても扇王子上皮のみを有する

個体は僅かに 7%しか観察されなかった。

同

40日
同
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1) 1 :属平上皮細胞

2 :扇平・立方上皮

細胞混在

3 :立方上皮細胞L
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% 1 n m N V*:J 
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真
珠 80

袋
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細胞混在

5 :円柱上皮細胞

6 :扇平・立方・向

柱と皮細胞混在止
1 n皿 NV

i 
InmIVV 

曲

回

岨
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2) 1 :真珠層

JI : :真珠層・稜柱層混
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在

V : 7fQ:皮層
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IUJDIVV Illmrvv 

図50 挿核手術後の真珠袋上皮細胞の

形態および分泌物の推移

初期分i必物については、実験群では手術後30日に真珠層のみを形成している

個体が観察され、 40日後にはそれが30%に増加している。しかし対照群では40

日後でも冥珠層のみを分泌形成しつつある個体を全く観察できなかった。

2) 考 察 上記の観察結果によって、挿核手術時の貝が仕立て作業を経たも

のであるか否かによって、真珠袋上皮細胞の形態的変化の時間的な速さと、そ

れに伴なう初期分泌の在り方に相違があることが明らかである。仕立て作業を
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経て挿核手術がなされた個体における真珠袋の円柱上皮から扇平上皮への移行

は速やかに行なわれ、従って真珠層の形成が早くから行なわれると考えられ

る。仕立て作業を経ずに挿核手術が行なわれた個体で"I~土、円柱上皮から扇平上

皮への移行が起こりにくく、従って冥珠層よりも他の殻皮層あるいは稜柱層の

形成が行なわれる期間が長くなると思たれる。このことが、結果的に殻皮(有

機質)を多く含む不定形塊状の黒い真珠を作る原因になると考えられる。

それでは仕立て作業の有無と、真珠袋上皮細胞の形態的および機能的変化は

どのような関係を持つのであろうか。

現在まで真珠袋上皮細胞の変化に関しては、その形成初期についての研究と

異常真珠(有機質・稜柱質を多量に含む黒色不定形塊状の珠)の真珠袋上皮細

胞の形態に関する研究が 2、3あるのみであり、また異常真珠形成の要因につい

ては確かめられていない。

しかし、現実には病害虫の感染、環境条件の悪化、悪条件下の貝の輸送、養

殖作業における長時間の空中露出など様ざまな原因によって異常真珠が多量に

採取されることが稀れではない。ただ、何故そうなるのかということを明確に

説明できないのである。

仕立て作業の有無と真珠袋の組織学的観察の結果との関連から、次のような

推論を試みた。すなわち、真珠袋上皮細胞が扇平上皮として存在するために必

要な条件は、その個体の生理状態が正常であるということである。いいかえれ

ば、その個体の生理状態が正常でない場合には、そこに形成された莫珠袋の上

皮細胞は円柱上皮あるいは立方上皮の形態と機能のま与にとどまって扇平上皮

に移行できないということであり、ま?と今まで扇平上皮を以って真珠層の形成

を行っていた個体であっても、もしその個体の生理状態が異常になった場合

は、真珠袋の上皮細胞の形態・機能が円柱上皮とか立方上皮の段階に移行する

こと、そしてその個体が正常な生理状態に戻らぬうちは、再び局平上皮になり

得ないことなどが考えられる。

このような推論が成り立つならば、仕立て作業の有無による真珠の品質の相

違、環境条件の悪化、病害虫の感染などによる異常真珠の出現増加に関して、

その理由を説明することが可能である。

第11節論 議

仕立て作業および挿核手術によって起こる貝の種々の変化については、本稿

の実験でそのすべてが調べられたわけではなく、表面的にあらわれた極く限ら

れた範囲の事柄が調べられただけである。従って、仕立て作業及び挿核手術が
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貝に与える影響について、その作用機序を精密に説明できるものでなく、いく

つかの実験から貝の置かれた状況を推定できるのみである。しかし、その狭い

範囲の事柄だけででも、現在まで理解されていなかった事実について、いくら

かでも説明し得る根拠が与えられたと思われる。

1.仕立業作における貝の動向

仕立て作業によって外観的に貝は鱗片状突起および足糸の分泌形成機能が殆

んど停止した状態、になり、紙、外套膜、開殻筋などの体表上皮細胞中のポノレブ

イン色素が極めて少なくなって色調の淡色化が起こり、また生殖腺癒胞におけ

る生殖細胞の継続的な形成が停止し、卵抜き作業ではそれ以前に既に形成され

た生殖細胞のみの成熟分化と放出によって生殖腺内は空虚になり、腸管内の粁

晶体の形成機能も低下して粁晶体重量の減少をまねき、閉殻筋のカは減少す
可。。
以上のような現象は、卵抜き作業における生殖細胞の放出の部分を除いて、

一般に病理的な状態にある貝においても観察される事柄であって、これらの状

況から貝の生理状態が低下していることが容易に推定できる。しかし、病理的

状態にある貝と異なる点は、貝肉の重量が著しく減少することがないことであ

る。すなわち、普通の仕立て作業では貝は病理状態におけるよりも消耗が少な

い。このことは次に述べる代謝の動向によって裏付されるであろう。

代謝の面から見れば、酸素消費量の減退から推定される呼吸代謝の低下があ

り、血清中の成分量および粁晶体重量の変動からは蛋白質および含水炭素両代

謝の異化および同化の強さの減衰が推定され、さらに中腸腺の燐酸代謝の低下

がフオスブアターセ活性の低下から推察され、中腸線のポノレブイリシ体の減少

からは組織呼吸の減退が考えられる。これらの様ざまな現象の中で、とくに蛋

白質および含水炭素両代謝における異化・同化両作用共にその強さが弱まって

いることは、生体の活動が抑圧されていることを示す直接的な手掛りになると

思われる。同化作用の強さが減退しても、異化作用の強さも減退しているため

に、体構成物質の解体消耗が著しくないので、貝肉の消耗が少ないと考えられ

る。

以上のように仕立て作業によって貝にみられる種々の現象は、同作業が貝に

生理的な抑制を与えた結果あらわれてきた状態であると思われる。

貝に対して全身的な生理活動の低下をもたらす仕立て作業における抑制刺激

の主体が一体何んであるかは、同作業による低圧酸素あるいは飢餓など諸種の

要因を一応考えることができるが、実験結果にみられるように、いまだ充分に
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解明されたとはいえない。

しかし、要するに仕立て作業の過程での環境と貝との間の物質交換の減少に

対してとられる貝の内部的な適応反応であると理解してよいのではなかろう

か。このような適応反応によって、貝は全身の様ざまな機能のレベルを自ら引

下げることとなり、上記のような諸種の組織および器官の機能の減退をあらわ

してくると考えられる。実験結果の範囲では、このような推測を否定する事実

が全くみられなかった。

2.挿核手術後の生理状態からみた仕立て作業の効果

前述のように、仕立て作業によって生理活動が抑制されたと考えられる貝に

対して挿核手術を行なった結果は、 7月の時期では貝殻および足糸形成機能の

回復(約20日)、 生殖細胞形成機能の回復 (30日以上)、 粁晶体形成機能の回

復(約20日)、 蛋白質代謝における異化・同化作用の均衡の回復(約20日)、

含水炭素代謝における均衡の回復(約10日)、 中腸腺の組織呼吸の回復(約5

日-10月)などの状況が観察され、生殖膿に関する事柄を除き、これらの生理

的現象はほぼ20日以内に対照群あるいは単に仕立て作業を行なっただけの群と

同じ水準まで回復している。すなわち、仕立て作業による抑制ならびに挿核手

術双方の影響は約20日以内に消失し、ほぼ正常な生理活動を営み得る状態にま

で戻ると考えられる。

一方、仕立て作業を経ていない正常な生理活動を行なっている貝に挿核手術

を行なった場合は、貝殻・足糸形成機能の回復遅延 (20日以上)、生嫡細胞の形

成機能の回復遅延あるいは停止、粁晶体形成機能の停滞 (30日以上)、蛋白質お

よび含水炭素両代謝における異化作用の増強による不均衡の継続 (30日以上)、

中腸腺の組織呼吸の回復遅延 (17日以上-10月)などの状況が観察され、外観

的にも内面的にも、前者に比較して回復に長い期間を要すると考えられる。

仕立て作業の有無によって、何故にこのような手術後の生理状態の推移に相

違がもたらされるかという点が、こ Lで論議されねばならぬであろう。 しか

し、現在の時点では、これを理論的に託明できるだけの資料がなく、ここでは

このことに関して推測の段階にとどまる。

生理的な活動が抑制された状況において、その生体に刺激を加えた場合の反

応の仕方はどのようなものであろうか。一般には、たとえば麻酔剤による神経

活動の遮断によって、生体が刺激に対して全く反応しないか弱い反応しか示さ

なくなることは衆知のことである。刺激に対して反応することが少ないという

ことは、少なくともその抑制状態にある間は、その刺激を受入れる態勢にある
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と考えられる。すなわち、抑制状態にある限りは、刺激に対して起こる可能性

のある反作用的な混乱が起こりにくいと思われる。

仕立て作業においては、麻酔剤にみられるような神経系の一部をブロックす

る効果のみではなく、全身的な、臓器の機能までも抑制する効果があること

は、実験の結果から明らかであり、挿核手術におけるメスによる切開および核

の臓器内への挿入などの刺激に対して容易に反作用的反応を起こし得る状態で

はないと思われる。

挿核手術後にはそれまで貝に抑制を強制した環境条件の要因が取り除かれる

から、徐々に生理的機能の回復が起こってくるが、この時には既に手術の直接

的な刺激は去っており、刺激としては生殖腺内に置かれた核のみが存在する。

この核をも含めた身体の状況に適応するような形で、徐々に生理的な機能の回

復がはかられるので、内部的な混乱が少なく、回復が比較的早くなるという過

程を考えることができるのではなかろうか。蛋白質・含水炭素両代議?における

同化・異化の均衡の崩れが少ないのも、このような内部的な混乱が少ないこと

を裏付けているのではなかろうか。

一方、仕立て作業主ピ行なわない場合は、貝の生班活動('I正常であり、すべて

の刺激に対して鋭敏に反応する態勢にあると考えら*1.，るO 手術に際しての外観

的な観察においても、仕立て作業を経三貝は、メスによる切開に際し体表皮お

よび筋肉の収縮が全くないか極くわずかであり、軟体部は柔かい。しかし、正

常な貝の場合は非常に強い収縮が起こり、軟体部は硬直した状態になる。

手術に伴なうー般組織および神経系の切断、体液の漏出、核による臓器の圧

迫など過大な刺激が生体に対して加えられることになる。しかも生体は敏感に

刺激に反応する状態であれば、生体内部に大きな混乱が生ずると思われる。実

験の結果にみられるような諸種の機能の低下および回復の遅延、代謝における

平衡の失調などが、この混乱を裏付けるものではなかろうか。

このような推測から仕立て作業の生理的な役割についてみれば、仕立て作業

は挿核手術という過大な刺激に対して貝の生理的平衝を保たせ、その生命を維

持させる態勢を作り出すための防禦的手段であるということができょう。そし

てこのことは、そのまま次の段階である真珠の歩留りとか品質に直接的な効果

をあらわしてくるものである。

3.真珠の歩留り

挿核手術に使用された核の量に対して、最終的に取り揚げられる真珠の量が

占める割合をもって莫珠の歩留りというならば、真珠の歩留りは挿核手術後か
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ら浜揚げまでの奨死と税核の量によって支配されることとなる。

1 )弊 死 疑苑の量についてみると、通常の養殖過程において楽死が最も

多くあらわれる時期は挿核予術直後から 1~2 カ月の聞である。それ以後の奨

死は特別の事情がない限り少ない。この 1~2 カ月の聞を 2 つの山にわけるこ

とができる。手術直後から 1週間くらいまでの時期と手術後 1週間前後から 1

カ月あるいは長くて 2カ月くらいの聞の時期である。前者はその原因が拙劣な

挿核手術にある場合が大部分で、中腸}娘、腸管、収足筋、問殻筋などが大きく

傷つけられた時に起こる。後者は手術後の生理状態の低ドによって起こる努死

であると考えられ、前者の原因とは区別されるものである。この生理状態の低

下から死に至る場合に、次の 2通りを考えることができるO 貝の生理状態、が正

常か正常に近かった場合と何らかの原因で哀弱状態にあった場合とであるo I持

者は既に述べたような過程を経て生現状態の極度の低下から死に至ると考えら

れ、後者は何らかの原因で生理的平衡がすでに失調状態にあるところへ挿核手

術という追加的侵襲が加わり平衡が破I察されて死に至ると思われる。

仕立て作業が関与する奨死には、上記の 2通りの場合が含まれてくる。 11:立

て作業を行なった場合に生理的にみてそのすべての個体が同ーのレベノレに抑制

されることが少なく、間作業以前にあった生理状態の不均一性がそのまま、あ

るいはそれ以とに強く仕立て作業の結果に反映してくる。さらに、間作業中に

置かれた寵の中の佼置によっても生理状態、に違いを生ずるので、一般に仕立て

作業を終了した時に挿核手術に使用し得ると考えられる状態の貝は70-809るで

あり、残余は生理状態の上からみて、抑制不充分であるものおよび過剰に抑制

されて衰弱状態に陥っているものが、およそ同率程度にあらわれてくるO 疑死

はこのような個体の中から起こると考えられる。仕立て作業そのものが拙劣で

あった切合は、これら 2通りの状態の貝のどちらかが多くなり、手術に使用し

得る貝の割合が減少する。

仕立て作業の有無によって緊死率に相違を生じているが、これは既に述べた

ように挿核手術後の生理状態の相違に起因すると考えられる。生理状態が低下

すればするほど、それが緊死する可能性が高くなるものであるから、手術後に

生理状態の低下が起こった群の緊死率が高くなるのは当然の現象ではないかと

思われる。むしろ逆の見方から努死率をもって手術後の生理状態の推定を行な

うことができる。

仕立て作業の効果として、手術後の発死三容を引下げる働きがあるといってよ

いであろう。

2) 脱按脱核の大部分は奨死の項で述べたのと全く同じように、同じ時
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期に 2つの山がある。はじめの期聞における脱核は奨死と同じ理由で、やはり

挿核技術の校側に支配される。これは挿入経路を逆に戻り切開口から脱出する

形である。次の時期の脱核は核周辺の組織から表皮におよぶ潰蕩化および壊死

により核の脱出が起こるもので、脱出した痕として黄色の小さい潰場状の輪斑

が表皮に残される。一般にはこの脱核を挿核部位の容積に比し核の体積が大き

すぎる場合に、表皮および皮一下組織を破って脱出すると考えているが、このよ

うな組織の単なる物理的な破裂を原因として考えるのは妥当ではないと思われ

る。何故ならば、貝肉の容積と核の体積との関係のみでは説明できないことが

屡々起こるからである。たとえば第2章第 1節実験 1および 2iとあ怠ける実験群

と対照群の脱核率の比較において、生殖腺の状態からみて挿核部位の大きさに

殆んど相違がみられない場合でも、脱核王手lヒ大きな差異があらわれている。

このような脱核は、強死と同様に生理状態、と関連を持っと考えられる。組織

の壊死から脱核に至る機構あるいは原因について、これを主体反応のー形態で

あるとする根拠は何もないが、手術の強い刺激!こ対して生体の反応が強く惹き

起こされる状況のもとでは、核という異物による内部からの刺激にも恰い反応

を示し、そのために何らかのメカニズムな介して組織の壊死が起こることが考

えられないであろうか。いづれにしても、 1手に物理的な問題ではなく、そこに

生理的な要因が関与していることが考えられる。

以上のように手術後の奨死および脱核現象(士、いづれも生現状態の在り方と

関係していると考えられるO この場合、手術後の生理的低下が挫しい時には緊

死することとなり、その低下がそれより少ない場合には脱核が起こるのみで奨

死に至らず、さらに生玉虫状態の低下がそれより著しくなければ脱核も起こらず

そのまま回復が遅延あるいは停滞する形をとるのではないかと思われる。勿論

これらの状況は、その時期の環境条件、とくに水温の在り方によって違ってく

ることが考えられる。

真珠の歩留りについて、その向上をはかるためには、里程死・脱核の割合を減

少させる必要があり、そのためには挿核手術後の貝の生理状態が低下すること

を防止しなければならない。このためには手術前の生理的抑制に関して、つま

り仕立て作業について充分な考慮が払われねばならdないことを実験結果は示し

ている。

4.挿核手術後の生理状態の品質の関係

第10節の実験結果によれば、仕立て作業の有無によって真珠袋組織の上皮細

胞の形態的および機能的変化に遅速を生じ、初期分泌物の質的な相違が生ずる
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ことが明らかである。そしてそれが生理状態のあり方と関連を持つと考えら

れ、生涯状態が正常に在る時においてのみ真珠袋の上皮細胞は扇平上皮であり

得るという見解を述べた。

このような推定が正しいとするならば、挿核手術後の回復が早く、かっ順調

なものでは、冥珠袋上皮の扇平上皮への移行が早く真珠層の出現も早いことに

なり、真珠の品質としては真珠層以外の摺を多く含まないという点から良質で

なければならないし、逆の場合!とは真珠の品質が思くなる筈である。第 2章第

ltiiiにおける実験(士、この仮定を満足させる結果を示している。また、第 2章

第 5節の春の仕立て作業に関する 2つの実験における哀珠の品質の結果でも、

第 3章第 4節に述べたこの実験における粁晶体重量の推移と関連させ検討する

と、粁品体重量の回復が順調であった併の真珠の品質が最もよく、その回復の

仕方が不安定であったり、粁品体重量が減少した群の冥珠の品質は劣ってい

るO 秋の仕立て作業の場合でも同じ傾向が示されている。このように上記の仮

定は実験の結果と一致している。

挿核手術時の生理状態の在り方から莫珠の品質に至る過程の概略を示せば表

3 5のようである。

挿核手術時の母貝の生理状態と真珠の形質との関係表35

挿核手術時→挿核手術後→真珠袋上皮組織の→初期→真珠の
の生理状回 の生理状~ 形態的機能的変化 分泌物 形質

て回復遅れる 異質問多く真珠常→低 l 、→遅れる→要苦死率高し 層分i泌遅れるlE 

良い→真珠層分泌速い→回復速
抑制Ij(低下)→上昇発死率少ない

生殖腺と真珠の品質

従来一般通念として考えられてきたように、生殖細胞の多寡が弊死・脱核あ

るいは真珠の品質に影響を与えをるという三考えはともかくとして、挿核手術時に

生殖細胞が充満した状態にある場合は、手術の行使そのものに支障をきたしや

すい。とくに技術が未熟の場合にはそうである。挿核に際しメスで切開L、核

の挿入路を作る場合に、切開口から生殖細胞を含む黄白色の液が流出する状況

のもとでは、仕立て作業後の手術にくらべて、手術に困難あるいは煩わしさを

感ずることが多い。このような挿核手術上の要請として、生殖細胞の人為的排
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除をはかろうとするのは、むしろ当然のことである。

しかしながら、生殖細胞の多寡と真珠の歩留りあるいは品質とが見掛け上関

係があると考えられる場合においても、これらを度線的に結びつけて考えず

に、別個の現象として把握することが妥当であると思われる。何故ならば、既

に第 2章で述べたように、実験の結果では生殖細抱の多寡と成績(真珠の歩留

りおよび品質) とは主要な部分において関係がないといえるからである。ま

た、春の仕立て作業と挿核手術の関係からいえば、生殖腺の発達状態、と真珠の

品質とは関係があるように思われる。しかし、このように実験の結果について

生殖線と真珠の品質を直線的に結びつけて考えるとすれば、一般に忌避されて

いる成熟段階の生殖細胞を多量に持った状態は真珠の品質との関係が薄く、逆

に忌避されていない段階の生殖腺の状態は真珠の品質と関係をもっということ

になり、一般の通念との間に大きな矛庶[を生ずる。

そこでこの一般的通念について、もう少し生理的な側面から堀り下げる必要

がある。

夏季に貝の生殖腺が成熟段階にある生殖細胞によって充満しているのは当然

のことであって、正常の生理状態にあれば必ずそういう状態がみられる答であ

る。つまり、一般にそれが様ざまの悪い結果をもたらすとされている生殖腺に

生殖細胞が充満した状態というのは、生理的にみて正常あるいはそれに近い状

態にある貝の生殖腺を指していることが理解できる。

そこで貝の生殖腺の状態と生理状態、とを別個に扱ったらどうなるかといえ

ば、実験によって示されたように、生殖腺の状態は正常な生娘腺と殆んど変り

ない状態で、その生理状態をその時の対照群のほぼ60%に減少させた状態、にし

た場合は、奨死・脱核あるいは真珠の品質の上で明らかに相違が示された(第

2章第 1節実験 1および第 3章第 4節図14)。 すなわち、同じように生殖細胞

があっても、生理状態を違えた協合(主異なる結果を生ずることが明らかであ

るc

従って、生殖細胞が多量に存在すれば諸般の成績が悪くなるというその状態

は、その貝の生理状態、が正常または正常に近いものについてであって、この場

合は必然的に手術後の生理状態の低下が起こり、確かに真珠の歩留りや品質は

悪くなるものである。しかし、それは生殖腺の状態に起因するのではなく、生

理状態によるものであり、生殖腺の状態、はこの場合には生理状態の指標として

考えるべきものであろう。

仕立て作業を経ても.なお生殖細胞を多量に含む生殖腺を持った個体がみら

れることがある。およそ全体の 5-20%の出現率である。この貝に挿核手術を
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行なった場合に、結果が悪いと一般に考えられている。このような貝にはおよ

そ3通りの性格のものが混り合っているのが普通である。 1つは仕立て作業の

期間中、比較的外囲の水の流入が多い位置(寵の側面および上面)に終始置か

れていた貝で、抑制があまり加わっておらず、生殖細胞の発達と形成が継続的

に行なわれている状態で、生理的に全く正常かぞれに近い状態のものである。

2つには仕立て作業開始時に貝の生殖腺が比較的未成熟であったために、その

期間内院生殖細胞の成熟と放出が完了できなかったものである。しかし、生理

的には抑制が加わっている場合が多い。この種の貝が大半を占めるような場合

は、一般に生殖細胞の排除を促進しようとして、非常に強い抑制j手段がとられ

るので、多くの場合生殖細胞を持ったまま生理的には必要以上に低下を強制す

ることとなり、衰弱状態に陥る。 3番目にはセノレカリアの寄生した貝があるO

生嫡細胞は殆んどなく生理的にも低い状態にあるにもかかわらず、セノレカリ

アによる黄色を生殖細胞の色と間違える場合である。これら 3種の貝について

は、 2を除き手術後の結果は不良となる。 2についても衰弱状態にした場合は

結果が不良である。

春における生殖腺と冥珠の品質について検討してみよう。水温の上昇によっ

て貝の生理活動は次第に高まってくるが、生殖腺もそれに伴ない発達し始める

から、外観的に生殖腺の発達が観察されるものは、一般に生理状態も高いと考

えてよいであろう。実験の結果では生殖腺の発達がみられる群は、粁晶体重量

も重く生理状態が高いことを示している(第2章第 2節実験 lおよび 2、第3

章第4節図17、19)。 そして真珠の品質との比較では、生理状態の高かった君手

の真珠の品質は、それが低かった群にくらべて悪くなっている。

このように前述した生殖腺の状態と哀珠の品質との聞の矛盾も、生理状態を

基盤にして考えれば解消するものであり、一般的な通念とされている事柄も貝

の態を考慮に入れてのことであれば、決して誤りではないと考えられ

る。

挿核手術後の生殖腺の在り方が真珠の品質を支配する要因になるであろう

か。挿核手術後の生殖腺の動向については策3章第 3節に述べたが、この中で

第 1手術群の実験・対照両群の比較を行なってみよう。手術直前、 20日後、 30

日後および40日後のそれぞれの時期において、最も出現率の高い生殖腺の発達

段階は、実験群では第 4期 (60%)、第4期 (70%)、第5期 (50%)、第5期

(60%)、対照群では第4期 (80%)、第4期 (80%)、第6期 (50%)、第 5期

(60%) となり、 30日目を除けば両群ともほとんど変りない動向を示してい

る。両者とも30日後に最も大きく産卵終了の方向へ偏りながら、 40日後にはい
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くらか産卵盛期の方向へ逆行している。この図でみる限りでは両群の生殖線の

動向にそれほど大きな違いはない。強いていえば30日後の実験群の中心が第5

期であるのに対照群では第6期であるところに違いがあるが、全体のバランス

からいえば、それほど大きな相違ではない。しかし、このように両群の動向に

相違がなくても、真珠の品質の上では全く異なっており、実験群における正常

翼珠の出現率ははるかに高い(第 2章第 1節実験 2)。 従ってこの実験の限り

では手術後の生殖腺の動向と真珠の品質の聞に関係はない。

また、産卵終了時における貝の疲弊を問題にするならば(図13)、 第 1手術

群と第 2手術群のそれぞれ対照群同志をくらべてみよう。第 2手術群の生殖腺

は第 1手術群のそれよりも産卵終了への偏りが強い。従って真珠の品質として

は第 l手術群の方が良い答である7J'、実験の結果では両群間に差が認められな

し、。

以上のように、手術後の生娘腺の状態と真珠の品質を結びつけようとしても

結びつかないのである。つt主り、坐殖腺の手術後の在り方は真珠の品質を支配

する要国とはならないことが考えられる。

第 4章仕立て作業の展望

仕立て作業はそれが創り出された大正末期から現在に至るまで、貝の生殖腺

を対象として行なわれてきた作業であって、生殖腺に関する効果を除外した仕

立て作業は有り得なかった。従って、仕立て作業の結果として考えられる様ざ

まの結果は、良きにつけ悪しきにつけ生殖腺との関係で判断されてきたのであ

る。そして現在行なわれている仕立て作業に関する技術は、生殖腺に関してほ

ぼ確実にその目的を果し得るまでに進歩してきている。

しかしながら、現実にこの作業を行なおうとする場合に、 1つ 1つの技術的

操作の細部にわたって、そのことを行なう意義、方向、効果に関して、極めて

不完全な、ある場合には全く当を得てない説明がなされており、畏くこの技術

にたずさわってきた者でさえも様ざまな現象に遭遇した際に困惑することが

屡々ある。例えば、他県に新しい漁場を求めた場合など、それまで行なってき

た仕立て技術をもってしては全く満足な結果が得られず、ぞれに加えて品質の
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不良な真珠が生産されるなど、当事者にとって大きな損失になる場合が少なく

ない。

第 2章および第3章によって得られた仕立て作業に関する実験の結果は、仕

立て作業の意義、目的、効果について改めて認識しなおす必要があることを示

している。このような仕立て作業に対する認識を深めることによって、現に技

術的に確立されているこの作業を、さらに合理的に自己の目的に副うように縦

横に用いることができるようになる答であり、またそこから新しい方法も考え

出されてくるであろう。経験者はさらにその経験を整理して生かすことができ

るであろうし、新規業者は従来の方法や考え方のみに振り廼されて遠廻りする

ことなしに、この作業について正確に事柄を運び得るようになるであろう。

第 1節 仕立て作業の意義

既に第2章および第3章においておりに触れて述べてきたように、仕立て作

業の良否あるいは巴その結栄の良否に関じて、生殖腺との関係においてのみ判断

したり論ずることには、非常に大きな無理があり、ある場合には現象の札明が

できなくなることも少なくない。

実験結果あるいはその考察によって示されたように、仕立て作業は挿核手術

後の書官死・脱核両現象を支配し、このことは真珠の歩留りに対し極めて大きな

影響を与えるものである。さらに仕立て作業は翼珠の品質のうちその形質要因

を支配するものであり、初期分泌に関与して真珠の品質をその第 l段階におい

て決定する役割をもっている。その意味で、いかなる優秀な挿核技術を用いて

も、またどのように優良な漁場において養殖管理が行なわれたとしても、この

技術に関して誤りを犯した場合には真珠の歩留りと品質に関し決して良好な成

績を得ることができない。このように、挿核手術前 1~2 カ月の期間に行なわ

れる仕立て作業は、全養猶過程の中で最も基本的な作業であって、自己の持つ

漁場および母貝あるいは挿核技術を最大に利用するために、またその結果とし

て最大限の収益をはかるために、欠かすことができない作業であるといえよ

う。決して単なる挿核技術上の要請として行なわれる作業ではない。

真珠の色、光沢、巻きなどの要素に関してその品質向上を意途する前に、真

珠の形質の不良化を防止する必要があり、そのためにも仕立て作業に関する知

識が要求される。

第 2節 仕立て作業の基本ι技術の再編成

仕立て作業の基本が貝の生理的抑制にあることは第3章において述べた通り
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でおるもェ¥:)η生涯的抑制状態を人為的に作り出すことが、この作業の第 Iの目

的である。生殖腺に関する事柄は、それ自体の動向のみをこの作業の目的とし

て考えてはなfわないもので、常に生理的動向が背後にあることを考慮に入れて

ある場合には指標とし、ある場合には切り放して考えるべき性質のものであ

る。

仕立て作業の技術に関しては、その具体的な方法が人により漁場により千差

万別であり、新たに仕立て作業を行なおうとする者にとってその選択に困難を

生ずることが稀れではないο また個々の技術に関する結果もまた千差万別であ

る。

筆者l士、仕立て作業の基本が生理的抑制状態を貝に与えることにあることか

ら、現在の仕立て作業主ピ組立てている稜々の要素を分解し、整現してこの基本

に従って編成してみた。勿論これは骨組みだけであって、実際にある漁場にお

いて、これを具体的に行使する場合には、その手段に関しそこに明示された方

向、意味づ、けに従って選択を行なう必要がある。骨組みは図51のようである。

図51仕立て作業の骨組み

まず、中央の幹をなす

部分が、あらゆる仕立て

作業において共通した部

分であり、また貝に生理

的抑制を加えるために重

要な部分である。実際に

それを行なうためには、

貝と環境水との間で行な

われる物質交換の量を制

限することが必要であ

り、寵内に流入する潮流

を少なくすることによっ

て、この目的を達し得

る。潮流の弱い漁場の7]<.

の動きの少ない場所(岸

に近い所の海底)を選び、

水の流通が悪い容器に、高密度に貝を収容し、潮汐を利用して容器が海底へ着

いている時聞を調節する。容器内への水の交流が悪ければ悪いほど貝が生理的

に抑制される程度が強くなる。

このような幹を中心に片側に抑制を補助的に強化する空中露出あるいは地活
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けの方法があり(地活けとは千潮時に 2-3時間千出する浅瀬に寵を 7-10日

間程度放置するか、終日海底へついたままの状態で放置すること)、 また抑制

の平均化をはかるために寵の中の貝を出し足糸を切断して混合し、寵内の位置

による生理状態のムラをなくすようにする。

さらに他の側には生娘腺内の細胞の排除あるいは発達を抑制する季節的な操

作が加わる。産卵期には卵抜き作業、春に使用する貝には卵止めの方法が用い

られる。卵抜き作業の基本的方法は第 1に仕立て作業前に母貝の生殖腺の発達

を充分に促すこと、第2に生殖細胞の新生を抑制するために充分な抑制(幹の

内容がこれに当る)を行なうこと、第3に産卵誘発刺激(水温差、潮流差、空

中露出など)を加えて放卵放精を行なわせ、その終了後に再び抑制を加える。

これを数凹繰返す。 1つ 1つの操作が完全に行なわれている場合は、能率よく

この作業を終了できる。

次の卵止めに関しては、前年秋から抑制状態におき、冬季の水温が10-130C

程度の漁場を選んでそこに垂ずあるいは地活けする。そのような漁場が得られ

ない場合は、秋から春まで龍内の水の交流が少なくなるように、寵の日をつぶ

すとか、附差物が附鳶するにまかせるなどの方法をとるO 春になってからも、

抑制状態を続けさせるために、 71<.の交流を少なくするようにする。水温の上昇

期に貝掃除あるいは龍の交換など水の交流が少しでも多くなる方法をとれば、

生理的な上昇と生嫡細胞の出現がみられ、不適当である。

大略以上のように幹と枝とにわかれ、いつの場合も仕立て作業の中心は幹に

おかれ、それ以外のことは、その季節、貝の状況、漁場の状態などによって適

宜組合わせて行なうのである。また、幹にあたる部分の内容についても、その

目的は貝の生理的抑制におかれ、水の交流を制限することによって果されるの

であるから、漁場の性格によっては、さらに積極的な方法が考え出されてくる

であろう。たとえば筏の周囲に潮流をさえぎる網などをめぐらすこともあろう

し、容器に龍ではなく箱状のものを使用することもあろう。

仕立て作業の基幹をなすものが潮流の制禦であることが明らかになっただけ

でも、生猫腺の事柄のみを考えていた時には考えられなかった様々の創意工夫

が試みられるであろう。そこにこの技術の改良あるいは進歩があると思われ

る。そしてまた、新規着業者にとっても理解しやすく実施しやすい作業になる

と考えられる。これらのことが、結果的に良質の真珠の生産につながり、この

産業の発震に貢献することが期待される。

円
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描 要

1.アコヤガイの真珠養殖において、挿核手術前に行なわれる仕立て作業の意

義・目的・効果を明らかにし、その技術改良に資する目的をもって本研究を行

なった。

2. 仕立て作業が考え出されてから現在に至るまで、経験的に得られた生殖腺

と挿核手術後の結果との関係について検討を加えた。すなわち、生殖細胞の多

寡と冥:PA;の歩留りおよび品質に関する実験の結果は、生殖腺の多量に存在する

夏季においては、生殖細胞の量と冥skの歩留りおよび品質との聞に殆んど関係

がみられないこと、春三F-の生殖腺の発達が始まる時期では、生殖腺の発達てど示

した群のこれらの成績が不良であること、秋季では生殖細胞が殆んどない?とも

拘わらず、仕立て作業の有無あるいは方法の相違によって成績が異なることな

どを明らかにした。これらの結果から生殖跡、に関して一般に伝じられてきた事

柄の中には矛盾があり、生殖細胞の多寡と成績との関係立直接:ヒ結びつけるの

は妥当でなく、生F直線の状態は限られた範囲において貝の生ff状態、の一面を示

す指標として扱うのが適切であると J考えられた。

3. 仕立て作業中の貝の生理状態の変化について諸種:つ指標を用いて推察し

た。その結果は次のようであった。貝殻形成の停止、足糸形成ワ減少、軟体部

色調。淡色化、貝肉重量の減少(対照群の90%)、 生池細胞の新生の停止、粁

品体重量の減少(正常値の50~70%) 、閉殻筋力の減少 (60%) 、酸素消費量の

減退 (70~80%) 、蛋白質代謝の異化・同化両作用の減衰(約90%) 、含水炭素

代謝の異化・同化両作用の減衰 (90%・60%)、 中!揚腺アノレカリ性および酸性

プオスブアターセ活性の低下 (50%および70%)、 中腸腺ポノレブイリン体量の

減少 (20%)などが観察された。すべての指標は正常よりも生理状態が低下し

ていることを示しており、この低下は生理活動の抑制jによると考えられ〕と。

4.挿核手術後の生狸状態の推移は、手術専の貝の生理活動の状態によって異

なる。これをそれぞれの指標が正常あるいは正常値に回復するまでに要した日

数で示せば次のようになる。仕立て作業により生理的に抑制され7こ員では、貝

殻・足糸形成20日以内、生殖細胞の新生30日仏1:.， "粁晶体重量20日、閉殻筋力

7日 (11月)、蛋白質代謝における異化および同化作用の均衡の回復20日、含水炉

炭素代議?における同均衡の回復10日、中腸腺ポノレフイリン体量5日 (10月)と、

生殖細胞の新生を除く全ての指標はおよそ20日でほぼ正常値まで戻った。すな

わち、貝の生理状態は手術後20日で正常の活動を営み得るところまで復帰する

と考えられた。他方、正常に生理活動を営む貝に挿核手術を行なった場合は、
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貝殻・足糸形成20日以上、生殖細胞の新生40日以上あるいは停止、杵晶体重量

30日以上、閉殻筋力20日 (11月)、 蛋白質・含水炭素代謝における異化作用の

増大による不均衡め継続30日以土、ー中腸腺ポノレプイリJ 体量17日 (10月)とな

っている。この中には手術後30日の笑験終了時まで回復がみられないものも含

まれる。このように生理状態の低下と回復の遅延が起こった。この雨者の相違

は、挿核手術の刺激に対する生体の生理的混乱の強さによってあらわれると考

えられた。すなわち、生理的抑制状態のもとでは刺激による内部的混乱が起こ

り難く、抑制を取り除いた場合は順調に回復が始まると考えられた。

5.真珠袋上皮細胞の形態は、それが形成されてから円柱、立方、扇平の各形

態を経ることになり分泌形成されるものもそれに従って殻皮質、稜柱質、哀珠

質と変化する。実験の結果では、挿核予術後の生理状態の在り方によって、こ

れらの変化の仕方が異なることが明らかになった。すなわち、異珠袋が扇平上

皮に変化し真珠層を形成する状態になるためには、生理状態が正常である必要

があると考えられた。手術後の回復が早い個体では早い時期から扇平上皮が現

われ、真珠層の形成が行なわれるので、真珠の品質(形および質)は良好とな

るが、生理的に低下した状態が続き回復が遅延した場合は、上皮の形態が円柱

あるいは立方上皮にとどまり、殻皮層、稜柱層の形成が長い期間行なわれるこ

とから、真珠の品質は不良になると考えられた。

6. J:述の実験結果と考察から、仕立て作業の目的は貝の生理活動を抑制する

ことにあり、その効果は直接的には挿核手術後の生理状態の順調かつ早期の回

復にあるが、間接的にはそのことから奨死・脱核を阻止して真珠の歩留りを向

上させること、さらに真珠袋上皮細胞の変化を促進して真珠の品質を良好に導

くなど、広範聞に宣る効果を持つものである。また、これらのことから本作業

は挿核手術後の貝の生命管理および真珠の品質管理の意義を有し、優良莫珠生

産の基礎として真珠の品質の不良化を防止する kで不可欠の作業であると考え

られる。

7.本研究によって、仕立て作業は従来の生殖腺中心の考え方から、貝の生理

的抑制を中心とすることとなった。従って、本作業の技術上の基本もそこに置

かれることとなり、具体的には貝ーと・環境水との聞の物質交換量を減少させる意

味で潮流の制禦が提示された。一技術改良の方向は今後主としてこの面において

行なわれると考えられる。

可
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盲
ア可 珠 求 真 (V) 

磯 和 楠 士
口

(株式会社 日本バ戸/レ)

貝 殻 談 義

真珠の文献をみていると、よく殻皮とか殻皮層とか時には殻皮層真珠とかい

う言葉に遭遇する。私は何時も之を不思議に思う。あこや貝の生長のメカニズ

ムを見ていると之らの言葉に奇異を感ずるのである。之は私のみでぬないらし

い。小林新二郎氏及渡辺哲光氏共著の「真珠の研究」に次ぎのような一文があ

る。

一蛤の場合(1:有機質の皮換が貝殻君子被い石灰質の主要部分を保護している一

貝殻をよく乾燥させると剥離してくるのをよく見かける。あこや貝の場合はこ

の皮膜は明瞭ではなく仮令乾燥さしたとしても剥離することもなし断面を鏡検

しでも仲々認められない。と此の文章を読んでいると何か言いたげな著者の底

意を感ずる。この一文は本書の中での白眉であろう。

× × × 

昨今非常な勢で繁殖しているムラサキ飴貝の貝殻も乾燥すると貝殻表面の被

!撲が剥離して来ることは真珠養殖業者なら誰しもが目撃していることである。

之即ち殻皮である殻皮という言葉は普通一般の話し言葉とは違って学問的な

用語である。従って之を読む人々に同じように理解されなければならない。と

ころがそうではなく勝手な意味に使用されてはいないだろうか。殻皮と言うだ

けではなく、殻皮層とか殻皮層真珠とかの妙な言葉が平気で使われている。小

林新次郎氏らは之に対ヒて疑問を投げかけているのであろう。

之に就いて国立真研のM氏はいう。殻皮とは「軟体動物の貝殻の最外層をな

す薄膜で、ゴシキオリシを主成分とし淡補色 培褐色で乾燥すると剥がれやす

い。外套膜の外縁の肥厚部 (PalliaLfold) から分泌される」岩波生物学辞典

より。

要するに殻皮は貝殻構成部分のうち石灰化していない部分を指します。あこ

や貝にも此の定義がその億適用出来ると思います。と、しかしこの定義を読ん

でいるとM氏がいうように、果して之がその億真珠貝に適用出来るだろうか、
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私は之を凝う。殊にM氏は殻皮層真珠とは殻皮と同じ組成をもっ物質からなる

真珠をいう。と、 一以上M氏の第二信から。

果してこんな真珠があるだろうか。氏の論旨を要約すると、殻皮とは貝殻構

成部分のうち石灰化していない部分のことであり、その石灰化していない部分

から出来ている真珠が殻皮層真珠だというのである。此の論理よりすれば、コ

ンキオリンは全部殻皮であって仮令これが貝殻の外層ではなく、貝殻の何処に

存在しようとも殻皮だということと理解される。これでは一般の用語例に反す

るのみか、氏の指摘する殻皮という定義が泣くのではあるまし・か。

× × × 

あこや貝の生長を観察していると貝殻の生長は先ず殻縁部(ハナキと称され

る爪状の部分と共に)が形成される。然し次ぎの成長はこの殻縁に附加されて

ゆくのではなく、新に貝殻内より次の殻縁が作られる。斯ういう生民が繰り

返されてゆくのである。従つで殻表は、第一図の如く殻縁の生長部が重畳と重

なって形成されているのである。而して一旦形成された殻縁は、それが更に生

長するものではなく殻表のうち殻頂に近い部分かち次第に折損し、その折損痕

が殻表で段々状をなすのである。吾々は之を生長線と呼んでいる。これがあこ

や貝の貝殻の生長のメカニズムであって、蛤や紫拍貝の生長と大きく相違する

点である。

第一図右殻の外面図

1. 殻縁 部

2. 足糸鶴(足糸溝)

3. 生長線

第ご図右殻の内面図

1. 稜柱層と真珠層の

境界線

2. 外套筋痕

以上の事実からしてあこや貝の殻皮とは実におかしなものである。此の問題

に就いてあこや呉に殻皮があると言えるだろうかと、或貝類学者に質問したこ
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とがあった。それに対してその人は明治の始め外国文献が入って来たとき、底

訳されたものがその億無批判にどの異にも通用されているからではないかとの

ことであった。あこや貝の貝殻をよく乾燥させると、殻縁が欠損してくる。そ

の欠損部分を集約すると第三闘の

如くなるのを知るであろう。之は

殻皮ではなく稜柱層である。

この折損痕が生長線として殻表

に現れているのである。従ってあ

こや貝殻の断面の模式図を作れば

第四図り如くなる答である。貝殻

の外部全体を蔽う薄膜、 R¥Jち普通

にいわれる殻皮の存在は考えられ

第 図

第四図

1. 殻表(稜柱層)

2. 真珠層

3. 蝶番線

ないのではあるまいか。

× × × 

之は柳か余談になるが、現在長

崎県冥珠研究会の研究所長山口氏

が日本真珠研究所に在籍した当時

私を訪ねて来た。その時私が第5

図に示したあこや員の貝殻の上に

小さい二枚貝が附着しているのを示して、

一山口君あこや貝の貝殻は古い殻表も成長するのかい、と尋ねた。山口氏は

ーどういうことですか、と反問した。そこで私はいった。

一此の貝殻を見給え、貝殻の上に小さな二

枚貝が附着しているでしょう。只附着し

ているだけなら問題はないのですが、此

の小さな貝殻の表面にある成長線があこ

や貝の成長線とキテント連続しているで

しよう。と言って、貝殻を渡しずこ。屯氏は暫一~

くその貝殻をみつめて居たが、

一僕はもう止めます。どうも分らぬことば

かりになりました。と言う。

一君そんな短気を起すなよ、分らぬことが

多くなれば楽しみじゃないか、と笑った。

q
L
 

n
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その後暫くして訪ねて来て

一分りました、分りました、と言う。

一何がつと尋ねたら、

一此の間の貝ね、あれはナミマガνワと言う員です。員殻が薄いので、附着

した下の即ちあこや貝の生長線の段々がその

億ナミマガνワに現れたものですと。

図譜でも引いたのであろう、実に晴々として嬉

しそうであった。あこや貝の成長線がかく段々で

あることの原因を考えるとき、殻皮と言う言葉は

おかしい。むしろゴンキオリンと称すべきではな

。δ
第六図 ナミマガジワ

いであろうか。 M氏はよく会報にピース線とか、殻皮或は殻皮層真珠とか、又

ピースの薬品処理とかに就いて書いている。然し私には納得しかねることが多

いので、ピース線と殻皮の問題について御教示を乞うた。その御返事のうちピ

ース線については先きの稿で、触れた炉設皮については比の稿の通りである。正

直にいって私は此の質問をしたことを後悔している。こと、それほど私をガツ

カリさせる御返事であった。その為に予定もしなかった此の貝殻談義とでも言

うべき此の稿を書くことの必要さを感じたのである。 M氏はいう、あこや貝の

膜縁は三つに分れ貝殻摺と中央摺との中間の基部にある腺から殻皮になるべき

成分が分泌されるとされています。と、果してそうであろうか?一分泌され

るとされていますーと言って済して居る態度を憎む。

× × × 

私はi章、う、人知の絶えざる進歩は、前人の築いたテーゼ安凝い之を否定し止

揚するところから生まれるものではなかったかと、此の意味で人間の絶えざる

前進の原動力となるものは此の「ものを疑う精神jではないだろうかと。

× × × 

前号の真珠求真IVに於て -y氏にピース線が何であるか、あこや貝をよく

観察して見給え、貝が教えてくれょうからとー話したことを書いた。しかし

一般にはそんなことをやらない。否やりたがらないようである。それで此際私

の見解を述べておこう。第二図を見て頂きたい。之は左殻の内面図である。 1

から先きの殻縁部は稜柱層で、 1から外套腔部は真珠層であるo このことは誰

が見ても一目瞭然であるo 中佐野氏はその著あこや員の解剖図で、此の線を外套

痕 (Pallialliua)と称している。しかしこれは格好な名称ではない。即ち稜柱
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層と真珠層との境界であるから、そのものズパリと両者の境界線と呼び度い。

尚適当な名称があれば結構と思うが、如何であろうか。外套膜が自然の状態で

伸展しているとき、所謂マントノレのピース線は此の線の上に位置しているもの

である。膜縁に存夜する色素細胞は吏に縁膜に連らなる有色部となり、その終

点がピース線と言われる此の線である。即ち貝殻内面において稜柱層と真珠層

との境界が明瞭である如く、之に対応する外套!慌の膜緑から縁j漠へと続く有色

部の終点がハツキリしているのである。外套筋が収縮すると、 2の外套筋収束

端(貝殻では外套筋痕)を力点として膜縁は此の線との近くまで収縮する。斯

うした観察からこれは膜縁の或穂の細胞と同様、この有色部も殻縁の(稜柱層

の)色素に関係をもっ色素細胞が存在するのではないかと、考えられるのであ

る。そこで此の有色部分をのみ縁!良から切り取ってピ m スを調製し、常?去によ

って挿核を試みた。しかし結果は期待に反して普通の翼珠しか出来なかった。

その後萩野氏の来訪を受けたとき氏が携帯用の紫外線照射器を持って居られ

たので、貝殻に紫外線の照射を行った。ところが意外にも個数としての%は非

常に抵率ではあるが、照射によった殻縁が鮮血のような真赤な色彩を現す貝殻

のあることを発見した。これは高木氏等によって明にされた稜柱層の色が総て

赤色系ポーブイりンであることから、之等鮮民lのような真赤な皇色を示すもの

は特に或種の金属元素を多く含んだボーフィリンが存在するためであろうと

考へ、紫外線照射によってこうした呈色を示す貝を選別し、その有色部の縁膜

だけのピースを作り、試験を行ったが矢張り期待した色彩の真珠は現れなかっ

7こ。

そこでこの色素は稜柱層(カノレサイト)のみにしか現れないものか、立えはピ

ースが移植されてから真珠袋へと発展する過程に於て消失するためか、その何

れかであろうと考えた。ところが終戦間もない頃、熊本県三角とかで養殖して

いるという藤莱という人が、漁場での話しで来訪された。そしてその漁場での

真珠だといって幾つかの真珠を示した。その中で 6棚位の黒い真珠が二倒あっ

た。私がこんな黒い珠が沢山出るのかと尋ねたら、珍らしいから持って来たと

のことであった。私が知っている黒珠というのは皆幾分青味を帯びたものであ

った。ところが此の三個の黒疎対こは青味など全然なく、少し赤褐色を帯びたも

ので殻縁の黒色そのもの Lょうであった。それでその二個を貰っておいた。後

でそのうちの一個を鼓してみたところ、核は普通の白い核で有機質のνミなど

全くなく無キズの真珠であることが分った。即ち真珠層自体が黒いのであっ

た。藤氏は常法によって挿核作業をしているのみで別に変ったことは何もして

いないとのことであった。するとどうして此の黒珠が出現したのであろうか?
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カノレサイトにのみ現れる色ぷかと♂与えていたものが、アラブナイトにも現れる

のだろうか、或はス移flj'iされたピースが点珠袋となる経過の問!とも消失するこ

となく 、色ぷ制IJ包が存在することがあるのだろうか? 此の不思議に驚くので

あった。緑l肢の色ぷ制TI胞を含んだ右色部のピースから 、 ~t~珠宍の形成されると

き、その色，{-i納l胞も九百描して色ょを分泌、したとなると、如何に苦労しても結局

だめなのではないかと危ぶまれた県珠形成の問題に一つの il'JlUの布在を示さ

れたような気がする。 之がな識的に{ノドられるようになったらこの i1'Ji(，Jは完全

になるだろうが、それは存易iよそi手ではあるまい。然し不nfi混と71i;い切れないも

のを感じるのである。

ここで思い山したのが、荻野氏と共に発比した然外線W¥射によって鮮J(Jlのよ

うな点亦なhl色をする妓総をもっ貝妓のことである。そこで!r1.述萩出i'氏にこの

以珠の検討をお願した。ところが怠外にも祭外線のJ!(¥t'けでは赤色を呈さないと

吉うのである。しかしlJ~能ぷ面顕微鏡の光泌を川いて観著者するとその透過光線

によって、 rl亦に呈色するというのであるの~~71;<11はその珠を丸の催、焦点深

.，斤
T ，.ず・ ・. ;'''4 _~:. ~・

~g 7 岡 JTEli屈の患い真珠

肢の深いレシズを用い

て航路した写真である

が、惜しいこ とに真赤

な色彩が写 せ なかっ

た。紫外線の照射で点

亦に出色するのは可視

城から亦外j城l乙吸収を

もっ物質が合まれてい

るのであろうと忠われ

るとのことであった。

秋肝氏は尚この物質に

ついては機会を見て検

持を続け!長いとのこと

である。然し抗料とする黒珠が一個しかないのがやIよりの狭障である。之で!院

縁から縁j悦へのイi色脅{Iの終点である所市jピース;fJi!についてのJうー察を終る。要す

るに以上は私の見併である。

M氏は 4 月 5 円附の私信で色お~の方はどうも怪しくなりました。ーと 、 然し

それに統けて一色線が特別の機能をもっているとは今のところ考-えていませ

んが、何れ会開!こ構造の点から色紙iについて触れたものを投稿したいと存じま

すとのことであったので興味をもってその投稿を期待している。
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× × × 

穀皮とかピース線とかの問題についての私見を述べた。序に貝殻についても

一考‘して見ることにしよう。貝殻の生長1'1.昔から人々の興味をひいたらしく、

様々な解釈が行われたが、その代表的なものとして 1. R. E'aumur (1709) 

の貝殻は軟体動物の分泌物で外套膜こそ、その分泌器官であるというもの。

2. M. E'ry (1710)の貝殻はその中味と同様に生きていて生活の諸現象に関与

するー器官で石灰質は只附随的な役目を持つものという考え、この二説、前者

を附加説、後者を充填生長説と呼んだ。然し管々の常識を満足させてくれるの

は前者の附加説である。

即ち貝は外套膜の膜縁から一種の薄膜を分泌し、そこへ石灰質を沈7音すると

言う段取りであるO この簿膜はゴンキオリンと称される硬蛋白で、之が何時ま

でも残って貝殻の表面を掩っている(殻皮である)。 石灰質は結晶状をなして

薄膜の内側の上にカノレナイト(稜柱層)を、更にその上にアラゴナイト(冥珠

層)を分泌すると言う次第である。これは一般的な常識であって決して間違で

はないが、総ての貝殻を之によって律することは柳か無理かと思う。即ち蛤や

賠貝、その他カタツムリ、パイなど殻表、のスベスベした貝類はこの説明で充分

かと思うが、アコヤ貝となると多少異論があることは既に述べた。同様に複雑

なデザインの巻貝などもそうであるかも知れない。私は挿核作業上の或疑問の

「解」を求めて、色々な貝の観察をしていた終戦直後のことである。偶々訪問

された滝庸博士がt 私の話に興味をもたれて帰京されてから送って下さったの

がリンボク貝であった。有難いことにこれで私の疑問には一応の「解」のヒン

トが得られた。それにしても外套膜の働きの多様さに驚くと共に、因果な貝だ

なあと思った。此のことは又の機会に詳しくしたい。

何れにしても貝殻の形を支配するものは外套膜で、これが貝体の生長につれ

て生長するものだから、これによって各々その貝イ固有の形を保つであろうこと

は理解されるのである。然し種々の大きさの、つまり生長度の異る貝殻のどれ

を見ても形が完成されている。換言すれば)つの大きさから次の段階の相似形

まで一気に形成されるらしく、途中の生長状態にある貝殻が見当らない。この

飛躍的な成長をどう考えるべきだろう。甲穀類の蟹やえび類Ii:、脱皮によって

成長するものではあるが、此の場合は甲殻の石灰質がj容解されて即ち可溶性の

状態で一時体液に移るのである。従って之が次ぎの甲殻を作るときの材料とも

なる。この点これら甲殺の生長は再建的で為る。員殻の場合、巻貝ではその継

目か又二枚貝では生長線が明らかに観察される。この点貝類の飛躍的成長は増
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築的である。この増築に要する石灰質は莫大なものである。この莫大な石灰質

が何如にして供給されるのか、むづかしい問題であるが一単に軟体部(マ

ントノレ)からの分泌によると言い切ることには疑問があるO 仮令ば牡蛎殻に於

けるチヨークなどを眺めていると特にその感が深い。しかし、こんなことを考

えていると八幡知らずになりそうだから此のあたりで一応その詮索を止めて、

別の機会に別の観点から眺めてみることにしよう。

× × × 

員殻が常に{回有の相似形であると書いていて妙な聯想が浮かんで来た。それ

は天然真珠のことである。私の特許第17302号に天然真珠形成法というのが有

る。この原理が国立真珠研究所報告 2~3 号に掲載の真珠成因の研究である。

戎時小林新次郎氏が君の真珠成因の研究は立派だ。しかし人為で作る天然真珠

となると養殖真珠と天然真珠をどう定義するのかと質問された。之に対して私

は形の大小に関係なく何時採珠しでも完成品であるのが天然真珠で、或一定の

期聞を経過しなければ完成品とならないのが養殖真珠だと答えた。小林氏はこ

れは面白い。真珠成因の研究と共に君の御手柄だと笑った。この一定期聞が次

第に一定の期間ではなくなって行くところに、養子[直真珠の陥穿があることを忘

れてはならない。

× × × 

殻皮に始まった貝殻談義と大分道草をしたから、此の辺でカノレサイト(稜柱

層)及びアラゴナイト(真珠層)などの観察によって貝殻の構成を考えること

にしたい。

顕微鏡は Ernst.Leitzを用い各国の倍率を示す数字は夫々接眼鏡及援物鏡

の数字である。

図8.2と図9.3とを比較すると、共にカノレナイト及びアラゴナイトの成層で

ある。

貝殻の形が aつの形から次の相似形へと飛躍的な成長を示すごとく、カノレサ

イトは分泌されると直ちに図8.2の如き成層を示し、アラゴナイトの図9.1~ 

図9.2の如き中間の状態、のものは認められない。しかも図8.2と図9.3を比較

するとその結品形の結合一ゴンキオリンによってセメンティングされている

状態には可なりの差異がある。即ちカノレナイトはコンキオイシによって単純に

セメンティングされていて、そのセメンテイングの幅は可なり大きい。従って

このゴンキオリンは溶解しやすく結晶形を取り出すことは簡単である。
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白'18灰iあこや只殺の断的2i..びカノレサイト

閃8，1 断 ffu 図 5 x 16 ol倍

図8，2 綾 柱 肘 の 平 間 5 x16 57惰
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可

図8.3 カJレサイトの結品 lOx 8 おO倍

第8図あこや貝断面及カノνサイト

図8.1 1. 殺表 (殻皮は存在しない)

2. 稜柱照の色紋貝殻外商の色彩はこれらの色線がX'iK相重なって現れる。

3. 稜住居と兵E権問との境界。

4. 3-4真珠府 宣言A右端に見られる線状の毛ヤモヤは7・レメヲ ート製作の不

手際から生じた空隙である。

図8.2 稜住居の表面

主fi-'<の形のカ Jレサイトがコンキオリ ンによってセ メンテイングされ煉瓦細工の

ようなモザイク状を呈している。従って脱灰すればコ ンキオリンが網目状回残

る答である。

図8.3 カノレサイトの結晶

一般にこの結晶形は六角の柱状叉は方解石のような形状を示す。

之を脱灰とは反対にセメンテイ ングしているコ ンキオリン Antitorminによっ

て溶解し去ってカノレサイトの結晶形を示した。この結晶形の一部に濃い色の横

線がある。一時には之が線でなく点の連続のこ ともあるが、とにかくこれらが

連続して図8.1の色総となり 、叉それが陪に相重なって貝殻外表の色彩を現す

ものと観察される。この場合石灰貿の分泌とこの色紫の分泌とは別Aの細胞か

ら行われるもののように考察されるが、ー果してそうだとするーとその関連は興味

がある問題である。
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図9.3 5 x16 57倍

図9.4 7"7ゴナイ トの結fb . 10;< 8 230倍

第9図 アラゴナイ トから真珠胞へ

あこや貝の外套腔官官ヘカバグラスを事者入して分泌の状況を見たものである。

図9.1 稀入後3-5日目位の状態

倫 1-3日目では石灰頼粒として暁天の星のように観察されるが.図8.1では

可なり成長している。ア ラゴナイトの空白部はコンキオリンである。
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図9，2 挿入後5-7日目位、もう可なり成層をなす状態である。アラゴナイトの生長

には同心肉的なもの、投射腺状のものなど一様ではない。

図9，3 挿入後1-2週目の状況、可なりの成層をなし、アヲゴナイトの状況が図9，1

~9， 2とは見違えるようである。命その上に小さい頼粒が見えるのは分泌最初

の石灰質である。これが図9，1-9，2と次第に生長するかに認められる。この

段階では既に真珠光沢が認められる。

関9，4 アヲゴナイトの結晶形である。

~累j定はないがその凹凸は雄ネジのようなネジ山や谷に相当するような感じであ

る。アラゴナイトを顕微鏡下に置いて反射鏡に直射光線を当てると全く虹のよ

うに分光されて見事なものである。プリズム層とも言われる所以である。之に

反してカノレサイトにはそうしたことは全然ない。

然しアラゴナイトは雄ネジのような凹凸が互に噛み合った結合を示し、それ

が更にコンキオインによってセメンテイングされている。このセメシティシグ

の幅は甚だ狭い。こうした結合であるために結晶形を取り出すことはカルナイ

トほど単純ではない。ブンド珠と称されるものは、又稜柱珠とも称されている

が、之を Antiforminに入れるとコンキオリンは溶解されて無くなり液中には

アラゴナイトの給品が僅かに残る場合が多い。この点、稜柱珠ではなく、むしろ

ゴンキオリン珠とでも称すべきである。

× × × 

こ:tLらの しているとき、即ち貝殻と外套波の問にカパグラスを挿入し

て、カノレサイト及びアラゴナイトの分泌を追跡しているとき、挿入 l~ 2 Rで

カパグラスの下方に丸い大きな無色透明乃和li胞が集まる。これが 3~5 日位で

茂変し、全く貝のJ)!Jと判別しふねるようになる。更に 5~7 日目位ともなると

県変して黒いしんとなってカパグラスに附着ーするO 最初からこの追跡をしてい

なかったら、恐らく民のJ)[Jとしか認められないであろう。この細胞は何だろう

か?T度来訪された京大のさる教授に聞いたところ、

一それは三重大C:'妹尾君に鑑定して貰った方がよいとのことでお願して頂い

O
 

R

」

妹尾教授からは細胞がi哀れかけているのでハッキリとは断言出来ないが、

ーおそらく:，l~頼粒白血球だろう。とのことであった。

三重大に妹尾氏が在任しておられた当時のこととて、もう古いことになる。

其の頃私1，1:冥珠成因のー原因として、外敵の被害を調査していて、ポリドラの
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1食害を調べたが、ポリド ラの被害は殆んど皆無といってよい位少く、又仮令喰

害されても皆夫々に之を閉塞 しているのであった。このことは国立真珠研究所

報告1巻2号の機構真珠成因の研究に明からにした通 りであって、 現在のような

ポリ ドラの喰害状況とは全く異なるものである。即ち当時はポリドラの喰害に

よって貝殻の内面がベタッ と黒くなっているようなものは全く見かけられず、

股筈の殆んどが局所的!と閉塞され、それによって被害を最小限に食い止めてい

た。然るに昨今の被告はポリドラの喰害と 、吏!と何等かの病害との合併症、或

は混合感染とでも称すべきf:Yr見て・ある。しかし今之を証明するに足る根拠をも

たないが 、 且って肉IU~的には之とい う原因も認められないのに 、 外恋j陸部の マ

ントノレが大きなi'1HM状を呈しているのを観察したこ とがある。それで何故かは

分らないが、あこや貝の抵抗力が弱くなったのではあるまいか? と考え例の

無頼粒白血球のことを偲い出し、当時と同様の実験を行ったが、どうしたこと

か此の細胞は一つも現われないのである。このこ とはどのように解釈すべきで

あろうかつこの縦問を成して貝殻談義を終る。

貝殻談 義 補 遺

以上の貝i:如実誌を，沈んでi徳明な読者は一つの挺問をもつことであろう。それ

第10岡閉殻筋の砂動指1を

示す

Laは閉殻筋の拶l伽If.f

Lpは外公nfJl

は一要するに貝殻の形を支配するものは外

在日比で、それが貝体の生長につれて生長する

からこれによって各々その貝{[7，1;;(fの形を保つ

であろうことがj:Jj!.Jfjl(，される と内いたが問題は

この民体の住民である。貝体の生長は当然閉

殻筋など貝iζ附jEしている筋肉の移動を伴う

筈である。で無かったらば貝妓は相似形を維

持することが山米ない。

本伊lでは1%'，没筋の移動状況が移動泌と して

IYiりように瓜れている。 図のアコヤ貝も発生

当初l乞於ける閉殻筋は員が小さく 、今の殺頂

の辺l乙位置していた筈である。それが貝の生

長につれて殺到の辺から後部殻縁に向って移

動したことを示している。扱て貝殻の生長に

は貝体の生長一閉殻筋の移動を含めてーが不

可欠の条件である。従ってこの移動が如何に
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して行われるか? 此の問題が提起されるかと思われるのである。それでこれ

に就いての考察を試みよう。

先ず第一に考えられることは、閉殻筋の前部が吸収されて後部が増婚するの

ではないかと言うことである。然し前部は横紋筋で

あり、後部は平j骨筋である。従って前部が吸収され

て後部が贈殖するとすれば、開設筋はpやがて全部平

滑筋になる筈であるが、そんなあこや貝は見られな

い。戎1'1王子市筋が更に横紋筋に変化するのではない

か ? しかしこの考え方は閉[Jか無理のようである。

すると第ーの変化ではあるまい。第二に考えられる

ことはデユークの大学で平間氏ii'行った牡蛎を材料

としての Caの代謝の研究てP ある。肉を取り去った

新らしい牡蛎殻を硝酸鉛の液に入れると、

CaC03十Pb(N03) ニ PbC03十Ca(N03)2 

この式の示す通り牡蛎殻の炭酸(C03)と硝酸鉱のPbイオンとが結合して炭酸

鉛PbC03となって貝殻に附着する。この炭酸会じに更に硫化アンモンS(NH4 )z 

を加えると、

PbC03十S(NH4) = PbS十C03(NH4)z 

と反応して硫化~~ì S (NH4)2が出米て貝殻は黒く染まる。同様の実験を経年

的に繰り返していると閉殻筋痕が交互に染まったり、染まらなかったりするの

である。この事実から閉殻筋は貝殻に附着していたり、離れたりするのではな

いだろうか。而して離れた時に後退する。以との実験からそう推定出来ないだ

ろうかと言うのである(平旧氏談)。

之に対し彩、はとの化学方程式は CaC03が露出している切合であって、蛋白

膜(ゴンキオリン)によって貝殻の CaC03が献はれている燃合は此の変化は

起るまい。牡蛎の閉殻筋痕は常に他の部分より凹陥し、又多くの場合殻表の如

き色を呈するものである点などから考えて、他の部分より CaC03の分泌は少

く反対にコンキオンの分泌の楊合の方が多いのではあるまいか。仮令瞬間的に

もせよ閉殻筋が貝殻から離れると考えさるのは果んてどんなものでしょう?と、

斯う考えると開設筋が貝殻から離れなくとも、その実験は説明出来ると思うが

と話した。

アコヤ貝も之と同様に考えられる。とすると第二の考え方もとれない。そこ

で第三に考えられることは、閉殻筋自体が何等かの機構によって移動する可能

性である。大体に於て筋肉は損傷されると完全治癒、をし難いものである。そこ
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第11図 閉殻筋の後退の止まったアコ ヤ貝の左殻

図11.1 妓長 4.5cm 艮般の深さ 2.5cm 

図11.2 殻長 5.5cm 貝殺の深さ 2.0cm 

総じて貝殺が深くなるのである。
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であこや貝を関口して閉殻筋の後部(平滑筋)をのみ静かに貝殻から剥離して

見た。この場合平滑筋の上覆部?が癒合して貝殻に附悲し得ないものが出現す

る。この場合には閉殻筋の後退は止まり、閉殻筋の後部は成長出来ずこの反対

の側のみが生長し、アコヤ貝個有の形ではなく第11図の如き歪形を現す。之は

一般生物に見られる代償肥大の一つのタイプとでも称すべきものであろう。

斯うした実験によって閉殻筋の移動については閉殻筋自体にその機能がある

ものと考えられるが、その具体的な移動機構は私は之を知らない。識者の街i教

示が預ければ幸であります。

真珠求真IVの正誤

P41 7行自 養殖に就て一一一一一於て

P42 終りから 3行問 就いて別の一一一一一就いては，JIJの

p43 15行 貝を抹消

15行は具体的にそれを明示すべきではあるまし、か

犯行 外套膜縁一一一-71ト套縁膜
P45 11行 尤とも 一一一一一尤と

ご盤
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編集後記

0皆様のお千元に第 6 巻、1l~ 2号ーをお送りいたし

ます。

CJ浜揚νーズンに入りました。今年はさしたる台風もなく

にすみましたが、貝の状態はどうですか?

ところによってはセルカリアの被害があったようですが、国研等

の活より最少限度にくいとめられたと思います。

。今回は国立主珠研究所の植木技官より、今までの研究を取り燦め

「仕立て作業の集大成」というべきものを御投稿いただきました。

これまでに「仕立て作業Jについては充分御限解していることと

は思いますが、復習の意味もかねて、もう一度読みかえし、これ

からの作業にf交立ててドさい。

。次号は12月中旬発行の予定です。

イロ1か研究事項の御投稿をお願い致します。

昭和 42年 10月初日発行

第6巻 第2考会報

(im巻 59号)

三重県伊勢市岩淵1丁目3Jf19号
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